
(57)【要約】

【課題】移動端末は，移動先で新たにルータ広告を受信

するまで移動検知および新しいＣｏＡ生成を行う契機が

なく，ホームエージェントに対しても位置登録を行えな

いため，移動に伴うパケットロスが多いという問題があ

った。

【解決手段】本発明は，アクセスルータ装置に近隣アク

セスルータ装置のネットワーク情報を自動収集する手段

と，ルータ広告内に隣接するアクセスルータ装置の情報

を少なくとも１つ以上含めて送信する手段を具備する。

また，移動端末は次の移動先となりえるアクセスルータ

装置を選択し，ＨＡに対して事前に位置登録を行う手段

を要することを最も主要な特徴とする。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 第 一 及 び 第 二 の 端 末 に 接 続 さ れ た 、 サ ー バ 及 び 複 数 の パ ケ ッ ト 転 送
装 置 を 備 え た 通 信 シ ス テ ム で あ っ て 、
上 記 サ ー バ は 、
自 サ ー バ が 管 理 す る 端 末 の 移 動 先 で の ア ド レ ス と ホ ー ム 網 で の ア ド レ ス の 対 応 を 記 憶 し た
メ モ リ を 有 し 、
上 記 複 数 の パ ケ ッ ト 転 送 装 置 の う ち 少 な く と も 一 の パ ケ ッ ト 転 送 装 置 は 、
上 記 複 数 の パ ケ ッ ト 転 送 装 置 の う ち 少 な く と も 一 の 他 の パ ケ ッ ト 転 送 装 置 が 接 続 す る ネ ッ
ト ワ ー ク の 情 報 と 、 自 パ ケ ッ ト 転 送 装 置 が 接 続 す る ネ ッ ト ワ ー ク の 情 報 を 上 記 第 一 の 端 末
に 対 し て 送 信 す る 送 信 部 を 有 し 、
上 記 第 一 の 端 末 は 、
上 記 一 の パ ケ ッ ト 転 送 装 置 が 接 続 す る ネ ッ ト ワ ー ク の 情 報 、 お よ び 上 記 他 の パ ケ ッ ト 転 送
装 置 が 接 続 す る ネ ッ ト ワ ー ク の 情 報 の そ れ ぞ れ か ら 生 成 し た ２ つ の 気 付 ア ド レ ス を 上 記 サ
ー バ ま た は 上 記 第 二 の 端 末 に 送 信 す る 送 信 部 を 有 し 、
上 記 ２ つ の 気 付 ア ド レ ス を 受 信 し た 上 記 サ ー バ ま た は 上 記 第 二 の 端 末 は 、
上 記 受 信 し た ２ つ の 気 付 ア ド レ ス に 対 し て 複 製 し た 同 内 容 の パ ケ ッ ト を 送 信 す る 送 信 部 を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 一 の パ ケ ッ ト 転 送 装 置 が 上 記 第 一 の 端 末 に 対 し て 送 信 す る ネ ッ ト ワ ー ク の 情 報 は ル ー
タ 広 告 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 第 一 の 端 末 は MobileIPの モ バ イ ル ノ ー ド で あ り 、 上 記 サ ー バ は 該 第 一 の 端 末 の ホ ー ム
エ ー ジ ェ ン ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 第 一 の 端 末 は 、
自 端 末 が 移 動 中 で あ る か 否 か の 情 報 を 上 記 サ ー バ ま た は 上 記 第 二 の 端 末 に 送 信 す る 送 信 部
を 有 し 、
上 記 情 報 を 受 信 し た 上 記 サ ー バ ま た は 上 記 第 二 の 端 末 は 、
上 記 端 末 が 移 動 中 で あ る 場 合 に は 、 上 記 ２ つ の 気 付 ア ド レ ス 宛 て に 複 製 し た 同 内 容 の パ ケ
ッ ト を 送 信 す る 送 信 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 端 末 及 び 複 数 の パ ケ ッ ト 転 送 装 置 に 接 続 さ れ た サ ー バ で あ っ て 、
自 サ ー バ が 管 理 す る 端 末 の 移 動 先 で の ア ド レ ス と ホ ー ム 網 で の ア ド レ ス の 対 応 を 記 憶 し た
メ モ リ と 、
上 記 端 末 か ら 、 上 記 複 数 の パ ケ ッ ト 転 送 装 置 の う ち 少 な く と も 二 つ の パ ケ ッ ト 転 送 装 置 が
接 続 す る ネ ッ ト ワ ー ク の 情 報 か ら 生 成 さ れ た ２ つ の 気 付 ア ド レ ス を 受 信 す る 受 信 部 と 、
上 記 受 信 し た ２ つ の 気 付 ア ド レ ス に 対 し て 複 製 し た 同 内 容 の パ ケ ッ ト を 送 信 す る 送 信 部 を
有 す る サ ー バ 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 端 末 は MobileIPの モ バ イ ル ノ ー ド で あ り 、 上 記 サ ー バ は 該 端 末 の ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の サ ー バ 。
【 請 求 項 ７ 】
ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 端 末 及 び 他 の ル ー タ に 接 続 さ れ た ル ー タ で あ っ て 、
自 ル ー タ が 上 記 端 末 か ら 接 続 可 能 な ル ー タ で あ る こ と を 示 す ア ク セ ス ル ー タ 識 別 子 、 自 ル
ー タ の ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス 、 お よ び 自 ル ー タ の 物 理 的 位 置 情 報 を 、 上 記 他 の ル ー
タ と 交 換 す る こ と を 特 徴 と す る ル ー タ 。
【 請 求 項 ８ 】
上 記 物 理 的 位 置 情 報 は 経 度 、 緯 度 お よ び 高 度 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の ル ー
タ 。
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【 請 求 項 ９ 】
上 記 他 の ル ー タ か ら 、 該 他 の ル ー タ の ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス お よ び 物 理 的 位 置 情 報
と を 受 信 す る 受 信 部 と 、
上 記 自 ル ー タ の ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス お よ び 物 理 的 位 置 情 報 と 、 上 記 他 の ル ー タ の
ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス お よ び 物 理 的 位 置 情 報 と を 、 ル ー タ 広 告 に 含 め て 上 記 端 末 に
送 信 す る 送 信 部 と を 有 す る 請 求 項 ６ 記 載 の ル ー タ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 自 端 末 の 移 動 先 で の ア ド レ ス と ホ ー ム 網 で の ア ド レ ス の 対 応 を 保
持 す る サ ー バ と 、 複 数 の ル ー タ に 接 続 さ れ た 移 動 体 端 末 で あ っ て 、
上 記 複 数 の ル ー タ の う ち 少 な く と も ２ つ の ル ー タ の 物 理 的 位 置 情 報 お よ び ネ ッ ト ワ ー ク プ
レ フ ィ ッ ク ス を 含 む ル ー タ 広 告 を 受 信 す る 受 信 部 と 、
自 端 末 の 物 理 的 位 置 情 報 お よ び 移 動 方 向 に 基 づ い て 選 択 さ れ た 上 記 複 数 の ル ー タ の う ち の
２ つ の ル ー タ の ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス か ら 生 成 さ れ た ２ つ の 気 付 ア ド レ ス を 上 記 サ
ー バ に 送 信 す る 送 信 部 と を 有 す る 移 動 体 端 末 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ， 移 動 体 通 信 に お い て ， 移 動 端 末 の 移 動 に 伴 う パ ケ ッ ト ロ ス を 防 止 す る 方 式 に
関 す る 。 特 に 移 動 端 末 が Mobile IPプ ロ ト コ ル を 用 い て 移 動 通 信 を 行 う 際 の 移 動 検 知 方 法
と そ れ を 実 現 す る た め に 用 い ら れ る ア ク セ ス ル ー タ の ル ー タ 広 告 配 信 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 移 動 体 通 信 網 の Ｉ Ｐ （ Internet Protocol） 化 の 検 討 が 活 発 化 し て い る 。
Ｉ Ｅ Ｔ Ｆ (Internet Engineering Task Force)は ， Ｍ ｏ ｂ ｉ ｌ ｅ  Ｉ Ｐ ｖ ６ 仕 様 の 標 準 化 を
進 め て い る 。 Ｍ ｏ ｂ ｉ ｌ ｅ  Ｉ Ｐ ｖ ６ の 網 構 成 要 素 は ， 移 動 ノ ー ド （ Mobile Node， 以 下 Ｍ
Ｎ で 表 す ） ， ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト （ Home Agent， 以 下 Ｈ Ａ で 表 す ） ， 通 信 相 手 ノ ー ド （ Co
rrespondent Node， 以 下 Ｃ Ｎ で 表 す ） と ア ク セ ス ル ー タ （ Access Router， 以 下 Ａ Ｒ で 表
す ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｍ ｏ ｂ ｉ ｌ ｅ  Ｉ Ｐ ｖ ６ の 基 本 的 動 作 を 以 下 で 説 明 す る 。 Ｍ Ｎ １ に は ， 移 動 し て も 変 わ
る こ と の な い 一 意 の Ｉ Ｐ ア ド レ ス （ ホ ー ム ア ド レ ス ， 以 下 Ｈ ｏ Ａ で 表 す ） が 付 与 さ れ る 。
そ の た め ， Ｍ Ｎ 上 で 起 動 さ れ る ア プ リ ケ ー シ ョ ン は 移 動 し て も 中 断 す る こ と な く 動 作 が 可
能 で あ る 。 Ｈ ｏ Ａ と 同 じ ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス を 持 つ 網 を ホ ー ム 網 と 呼 ぶ 。 Ｍ Ｎ が
ホ ー ム 網 以 外 の 網 （ 在 圏 網 ） に 移 動 す る と ， 在 圏 網 に お い て 在 圏 網 の 通 信 プ ロ ト コ ル に 従
う Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 取 得 す る 。 こ の Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 気 付 ア ド レ ス （ Care of Address， 以 下
Ｃ ｏ Ａ で 表 す ） と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｍ Ｎ は ， 在 圏 網 上 に 設 置 さ れ る Ａ Ｒ か ら 定 期 的 に 送 信 さ れ る ル ー タ 広 告 （ Router Adver
tisement： Ｒ Ａ ） を 受 信 す る 。 こ の 際 ， Ｈ ｏ Ａ と 異 な る ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス を 検
出 す る こ と で 移 動 を 検 知 し ， Ｃ ｏ Ａ を 生 成 す る 。 移 動 を 検 知 し た Ｍ Ｎ は ， ホ ー ム 網 へ 送 信
さ れ る Ｍ Ｎ 宛 の パ ケ ッ ト の 転 送 を 要 求 す る 位 置 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ （ Binding Update： Ｂ
Ｕ ） を Ｈ Ａ に 送 信 す る 。 位 置 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た Ｈ Ａ は Ｍ Ｎ の ホ ー ム ア ド レ ス
と 気 付 ア ド レ ス の 対 応 関 係 （ Binding Cache） を 作 成 す る 。 そ の 後 ， Ｈ Ａ は 位 置 登 録 応 答
メ ッ セ ー ジ （ Binding Ack： Ｂ Ａ ） を Ｍ Ｎ に 送 信 し ， 在 圏 網 に 移 動 し て い る Ｍ Ｎ 宛 の パ ケ
ッ ト を 代 理 受 信 す る た め の パ ケ ッ ト 捕 捉 メ ッ セ ー ジ （ Gratuitous Neighbor Advertisemen
t： Ｇ － Ｎ Ａ ） を ブ ロ ー ド キ ャ ス ト し て Ｍ Ｎ の プ ロ キ シ と し て 動 作 す る 。 Ｃ Ｎ は Ｍ Ｎ の 通
信 相 手 ノ ー ド で あ る 。 Ｃ Ｎ は Ｍ Ｎ の Ｈ ｏ Ａ 宛 に パ ケ ッ ト を 送 信 す る 。 Ｈ Ａ は 上 記 Ｍ Ｎ の Ｈ
ｏ Ａ 宛 パ ケ ッ ト を 代 理 受 信 す る 。 Ｈ Ａ は Binding Cacheを 検 索 し ， Ｍ Ｎ の Ｈ ｏ Ａ に 対 応 す
る Ｃ ｏ Ａ を 取 得 す る 。 Ｈ Ａ は 受 信 し た オ リ ジ ナ ル パ ケ ッ ト に 該 当 Ｃ ｏ Ａ 宛 の Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ を
付 加 （ カ プ セ ル 化 ） し て 送 信 す る 。 Ｍ Ｎ は Ｃ ｏ Ａ 宛 の カ プ セ ル 化 ヘ ッ ダ を 除 去 （ デ カ プ セ
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ル 化 ） し ， オ リ ジ ナ ル パ ケ ッ ト で あ る Ｃ Ｎ が Ｍ Ｎ の Ｈ ｏ Ａ 宛 に 送 信 し た パ ケ ッ ト を 受 信 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し ， 上 記 の 従 来 技 術 で は ， Ｍ Ｎ は 移 動 先 の 在 圏 網 に 設 置 さ れ る Ａ Ｒ か ら の ル ー タ 広
告 を 受 信 す る ま で ， 移 動 端 末 は 移 動 の 判 別 が で き な い 。 ま た ， そ れ に 伴 っ て 新 し い Ｃ ｏ Ａ
の 生 成 お よ び 位 置 登 録 メ ッ セ ー ジ 交 換 も 完 了 し な い た め ， こ の 間 Ｃ Ｎ か ら の パ ケ ッ ト を 受
信 不 可 能 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 D. Johnson他 ， 「 Mobility Support in Ｉ Ｐ v6」 IETF 2003年 ， http://
www.ietf.org/internet-drafts/draft-ietf-MobileIP-IPv6-24.txt
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 従 来 技 術 の ハ ン ド オ ー バ に 対 す る 課 題 を 説 明 す る 。 図 １ に 示 す よ う に
Ｍ ｏ ｂ ｉ ｌ ｅ 　 Ｉ Ｐ ｖ ６ に お け る ハ ン ド オ ー バ 完 了 に 必 要 な 時 間 １ ０ は ， 無 線 リ ン ク セ ッ
ト ア ッ プ １ １ と Ｒ Ａ を 受 信 し て Ｃ ｏ Ａ を 生 成 す る ま で の 時 間 １ ２ と 位 置 登 録 が 完 了 す る ま
で の 時 間 １ ３ に 大 別 で き る 。 ハ ン ド オ ー バ を 効 率 化 す る た め に は ， Ｃ ｏ Ａ 生 成 １ ２ 時 間 と
位 置 登 録 完 了 時 間 １ ３ を 短 縮 す る こ と が 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し ， 従 来 技 術 で は 在 圏 網 に 設 置 さ れ る ア ク セ ス ル ー タ が 送 信 す る ル ー タ 広 告 内 に は
， ア ク セ ス ル ー タ 自 身 の ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 し か 含 ま れ て い な い た め ， 移 動 端 末 は 移 動 先 で
新 た に ル ー タ 広 告 を 受 信 す る ま で 移 動 検 知 お よ び 新 し い Ｃ ｏ Ａ 生 成 を 行 う 契 機 が な く ， ホ
ー ム エ ー ジ ェ ン ト に 対 し て も 位 置 登 録 を 行 え ず ， ハ ン ド オ ー バ 時 間 の 短 縮 が 困 難 と な っ て
い た 。 こ れ に 伴 っ て ， 従 来 技 術 で は 移 動 端 末 の 移 動 に 伴 う パ ケ ッ ト ロ ス が 多 い と い う 問 題
が あ っ た 。 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に は ， 移 動 端 末 が 現 在 接 続 中 の ア ク セ ス ル ー タ か ら 次
に 接 続 す る ア ク セ ス ル ー タ の ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 を 取 得 可 能 と し ， 移 動 前 に 位 置 登 録 を 完 了
す る 必 要 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は ， ア ク セ ス ル ー タ に 近 隣 ア ク セ ス ル ー タ の ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス 等 の 情
報 を 自 動 収 集 す る 手 段 と ， ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ 内 に 隣 接 す る ア ク セ ス ル ー タ の 情 報 を 少
な く と も １ つ 以 上 含 め て 送 信 す る 手 段 を 具 備 す る 。 ま た ， 移 動 端 末 は 受 信 し た ル ー タ 広 告
か ら 次 の 移 動 先 と な り え る ア ク セ ス ル ー タ を 選 択 し て 事 前 に 位 置 登 録 を 行 う 手 段 を 要 す る
こ と を 最 も 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 移 動 端 末 は 移 動 先 の ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 を 移 動 前 に 取 得 す る こ と が 可 能 と な る 。
こ れ に よ っ て ， 事 前 に 位 置 登 録 を 行 う こ と が 可 能 に な る た め ， 移 動 後 の パ ケ ッ ト ロ ス を 防
止 で き る と い う 利 点 が あ る 。
ま た ， ア ク セ ス ル ー タ は 自 動 で 近 隣 ア ク セ ス ル ー タ の 情 報 を 収 集 す る た め ， 管 理 者 の ア ク
セ ス ル ー タ 増 減 設 に 伴 う 設 定 等 の 管 理 を 簡 素 化 で き る 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 本 発 明 で は ２ つ の 実 施 形 態 が あ る
。 形 態 の 差 異 は ， 移 動 端 末 の ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 方 法 で あ り ， そ れ ぞ れ 図 ２ ａ ， 図 ２ ｂ に ネ
ッ ト ワ ー ク 構 成 図 を 示 す 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 実 施 例 １ の ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 を 示 す 図 ２ ａ に お い て ， 各 装 置 が 接 続 さ れ る ネ ッ ト ワ ー ク
は 全 て Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク で 構 成 す る 。 Ｍ Ｎ １ の ホ ー ム 網 ５ ａ に は ， Ｍ Ｎ １ 宛 の パ ケ ッ ト の
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転 送 処 理 を 行 う Ｈ Ａ ３ と ， Ｍ Ｎ １ の 通 信 相 手 と な る Ｃ Ｎ ４ を 接 続 す る 。 Ｍ Ｎ １ が 移 動 先 で
接 続 す る 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク で あ る 在 圏 網 ５ ｃ ， ５ ｄ ， ５ ｅ ） と ホ ー ム 網 ５ ａ の 間 に は ， パ
ケ ッ ト 中 継 網 ５ ｂ が あ る 。 ル ー タ ６ は ホ ー ム 網 ５ ａ と パ ケ ッ ト 中 継 網 ５ ｂ の 境 界 に 設 置 し
， ア ク セ ス ル ー タ （ ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ） は ， パ ケ ッ ト 中 継 網 ５ ｂ と Ｍ Ｎ １ が 移 動 先 で 接 続
す る 在 圏 網 （ ５ ｃ ， ５ ｄ ， ５ ｅ ） の 境 界 に 設 置 す る 。 Ｍ Ｎ １ は ， Ａ Ｒ （ ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ
） に 接 続 さ れ る ア ク セ ス ポ イ ン ト （ 以 降 Ａ Ｐ と 呼 ぶ ） を 経 由 し て 在 圏 網 に Ｉ Ｐ 接 続 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 実 施 例 ２ の ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 を 示 す 図 ２ ｂ に お い て ， 各 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 す る 装 置 は
， 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。 実 施 例 ２ で は ， Ｍ Ｎ １ は 移 動 先 で 接 続 す る 在 圏 網 （ ５ ｆ ， ５ ｇ
， ５ ｈ ） か ら Ａ Ｒ （ ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ） に 接 続 さ れ る Ａ Ｐ を 経 由 し て Ａ Ｒ （ ２ ａ ， ２ ｂ ，
２ ｃ ） に Ｐ Ｐ Ｐ (Point to Point　 Protocol)を 用 い て 接 続 し た 後 ， 該 接 続 上 で Ｉ Ｐ 接 続 を
行 う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 降 は ， 本 発 明 に お い て 実 施 の 形 態 に 関 わ ら な い 部 分 に 関 し て 説 明 す る 。
図 ３ ａ は ， 本 発 明 に お け る Ａ Ｒ ２ の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。 Ａ Ｒ ２ は ， 少 な
く と も ６ つ の ハ ー ド ウ ェ ア ブ ロ ッ ク で 構 成 さ れ る 。 以 下 に 各 ハ ー ド ウ ェ ア ブ ロ ッ ク に つ い
て 説 明 す る 。
・ Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 送 受 信 す る 少 な く と も ２ つ 以 上 の Ｉ Ｐ イ ン タ フ ェ ー ス （ ２ ０ ６ ａ ， ２ ０
６ ｂ ） 。
・ Ｉ Ｐ イ ン タ フ ェ ー ス を 集 約 す る ス イ ッ チ ２ ０ ５ 。
・ 本 発 明 の ソ フ ト ウ ェ ア や 本 装 置 の 動 作 を 決 定 す る 設 定 フ ァ イ ル 等 の 情 報 を 格 納 す る ハ ー
ド デ ィ ス ク ２ ０ ０ 。
・ 本 発 明 の ソ フ ト ウ ェ ア を 実 行 に 際 し て 一 時 的 に 利 用 す る 領 域 で あ る メ モ リ ２ ０ ３ 。
・ 本 装 置 の 制 御 を 司 る Ｃ Ｐ Ｕ ２ ０ １ 。
・ 本 装 置 に 周 辺 機 器 を 接 続 す る 際 に 利 用 す る 拡 張 イ ン タ フ ェ ー ス ２ ０ ７ 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 ハ ー ド ウ ェ ア ブ ロ ッ ク は ， 全 て バ ス ２ ０ ４ で 接 続 さ れ る 。 ま た ， 本 発 明 で は 拡 張 イ
ン タ フ ェ ー ス ２ ０ ７ に ， Ａ Ｒ ２ の 物 理 的 な 位 置 情 報 を 収 集 す る こ と を 目 的 に ， Ｇ Ｐ Ｓ 受 信
機 ２ ０ ８ を 接 続 す る 。 た だ し ， 本 Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 は ， Ａ Ｒ ２ に 内 蔵 す る 形 態 で も 構 わ な い 。
ま た ， Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 以 外 の 手 段 で 物 理 的 位 置 情 報 を 収 集 し て 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ ｂ は ， 本 発 明 に お け る Ａ Ｒ ２ の ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト
が Ａ Ｒ ２ に 着 信 し た 場 合 ， 受 信 し た Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を パ ケ ッ ト 入 出 力 処 理 ２ １ ９ に て 抽 出 す
る 。 パ ケ ッ ト 入 出 力 処 理 ２ １ ９ は ， Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 宛 先 ア ド レ ス を 検 証 し ， 自 宛 て で あ る
場 合 は パ ケ ッ ト 振 り 分 け 処 理 ２ １ ６ を 行 う 。 そ う で な い 場 合 は ， パ ケ ッ ト 転 送 処 理 ２ １ ７
を 行 う 。 パ ケ ッ ト 振 り 分 け 処 理 ２ １ ６ は ， Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の デ ー タ 部 を 検 証 し ， 次 に 行 う 処
理 を 選 択 し て 適 切 な 処 理 を 行 う 。 パ ケ ッ ト 転 送 処 理 ２ １ ７ は ， Routingテ ー ブ ル ２ １ ８ を
参 照 し ， 次 の Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト 転 送 先 を 決 定 し ， パ ケ ッ ト 入 出 力 処 理 ２ １ ９ を 経 由 し て Ｉ Ｐ パ
ケ ッ ト の 転 送 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 レ イ ヤ ２ 接 続 管 理 処 理 ２ １ １ は ， 第 ２ の 実 施 形 態 で 必 要 な 処 理 で あ り ， 主 に Ｐ Ｐ Ｐ の 終
端 処 理 や 接 続 管 理 を 司 る 。 経 路 情 報 処 理 ２ １ ２ は ， ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ れ る ル ー タ 間 で
図 ７ に 例 を 示 す Ｒ Ｉ Ｐ ｎ ｇ を 代 表 と す る ル ー テ ィ ン グ プ ロ ト コ ル を 用 い て 経 路 情 報 を 交 換
す る 際 に 利 用 す る 。 ル ー タ 広 告 処 理 ２ １ ３ は ， Ａ Ｒ ２ か ら 送 信 す る 図 ８ に 例 を 示 す ル ー タ
広 告 メ ッ セ ー ジ の 配 信 制 御 を 司 る 。 位 置 情 報 管 理 処 理 ２ １ ４ は ， Ａ Ｒ ２ の 経 度 や 緯 度 ， 高
度 と い っ た 物 理 的 位 置 情 報 の 収 集 や 管 理 を 司 る 。 本 発 明 で は ， 経 路 情 報 処 理 ２ １ ２ と ル ー
タ 広 告 処 理 ２ １ ３ と 位 置 情 報 管 理 処 理 ２ １ ４ に 特 徴 が あ り ， 図 １ ０ ａ に 例 を 示 す ル ー タ 情
報 管 理 テ ー ブ ル ２ １ ５ に 各 処 理 で 取 得 し た 情 報 を 格 納 す る 。 ま た Ａ Ｒ ２ は ， ル ー タ 情 報 管
理 テ ー ブ ル ２ １ ５ を 参 照 す る こ と で Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト に 格 納 す る 情 報 の 操 作 や Ａ Ｒ ２ が 実 施 す
る 処 理 内 容 の 決 定 を 行 う 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ ａ は ， 本 発 明 に お け る 移 動 端 末 で あ る Ｍ Ｎ １ の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 を 示 し た 図 で あ る
。 以 下 に 各 ハ ー ド ウ ェ ア ブ ロ ッ ク に つ い て 説 明 す る 。
・ Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 送 受 信 す る 少 な く と も １ つ 以 上 の Ｉ Ｐ イ ン タ フ ェ ー ス １ ０ ６ 。
・ Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 送 受 信 す る 少 な く と も １ つ 以 上 の 無 線 イ ン タ フ ェ ー ス １ ０ ７ 。
・ Ｉ Ｐ イ ン タ フ ェ ー ス を 集 約 す る ス イ ッ チ 1０ ５ 。
・ 本 発 明 の ソ フ ト ウ ェ ア や 本 装 置 の 動 作 を 決 定 す る 設 定 フ ァ イ ル 等 の 情 報 を 格 納 す る ハ ー
ド デ ィ ス ク １ ０ ０ 。
・ 本 発 明 の ソ フ ト ウ ェ ア を 実 行 に 際 し て 一 時 的 に 利 用 す る 領 域 で あ る メ モ リ １ ０ ３ 。
・ 本 装 置 の 制 御 を 司 る Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ 。
・ 本 装 置 に 周 辺 機 器 を 接 続 す る 際 に 利 用 す る 拡 張 イ ン タ フ ェ ー ス １ ０ ８ 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 ハ ー ド ウ ェ ア ブ ロ ッ ク は ， 全 て バ ス １ ０ ４ で 接 続 さ れ る 。 ま た ， 本 発 明 で は 拡 張 イ
ン タ フ ェ ー ス １ ０ ８ に ， Ｍ Ｎ １ の 物 理 的 な 位 置 情 報 を 収 集 す る こ と を 目 的 に ， Ｇ Ｐ Ｓ 受 信
機 １ ０ ９ を 接 続 す る 。 た だ し ， 本 Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 は ， Ｍ Ｎ １ に 内 蔵 す る 構 成 で も 構 わ な い 。
ま た ， Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 以 外 の 手 段 で 物 理 的 位 置 情 報 を 収 集 し て 良 い 。 ま た ， ハ ー ド デ ィ ス ク
１ ０ ０ に 格 納 す る 情 報 を メ モ リ １ ０ ３ に 格 納 す る 形 態 に よ り ， ハ ー ド デ ィ ス ク １ ０ ０ を 具
備 し な い 構 成 で も か ま わ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ ｂ は ， 本 発 明 に お け る Ｍ Ｎ １ の ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト
が Ｍ Ｎ １ に 着 信 し た 場 合 ， 受 信 し た Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を パ ケ ッ ト 入 出 力 処 理 １ ２ １ に て 抽 出 す
る 。 パ ケ ッ ト 入 出 力 処 理 １ ２ １ は ， Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 宛 先 ア ド レ ス を 検 証 し ， 自 宛 て で あ る
場 合 は パ ケ ッ ト 振 り 分 け 処 理 １ １ ８ を 行 う 。 そ う で な い 場 合 は ， パ ケ ッ ト 転 送 処 理 １ １ ９
を 行 う 。 パ ケ ッ ト 振 り 分 け 処 理 １ １ ８ は ， Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の デ ー タ 部 を 検 証 し ， 次 に 行 う 処
理 を 選 択 し て 適 切 な 処 理 を 行 う 。 パ ケ ッ ト 転 送 処 理 １ １ ９ は ， Routingテ ー ブ ル １ ２ ０ を
参 照 し ， 次 の Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト 転 送 先 を 決 定 し ， パ ケ ッ ト 入 出 力 処 理 １ ２ １ を 経 由 し て Ｉ Ｐ パ
ケ ッ ト の 転 送 を 行 う 。 Ｌ ２ 接 続 管 理 処 理 １ １ １ は ， 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て Ａ Ｒ ２ に Ｐ Ｐ
Ｐ 接 続 を 行 う た め に 必 要 と な る 。 位 置 情 報 管 理 処 理 １ １ ２ は ， Ｍ Ｎ １ の 経 度 や 緯 度 ， 高 度
と い っ た 物 理 的 位 置 情 報 の 収 集 や 管 理 を 司 り ， 取 得 し た 情 報 を 図 １ ０ ａ に 例 を 示 す ル ー タ
情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ６ や 図 １ ０ ｂ に 例 を 示 す 端 末 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ５ に 格 納 す る 。
ル ー タ 広 告 処 理 １ １ ３ は ， Ａ Ｒ ２ か ら 送 信 さ れ る 図 ８ に 例 を 示 す ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ の
受 信 と Ｍ Ｎ １ の 移 動 検 知 制 御 を 司 り ， 取 得 し た 情 報 を ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ６ お よ
び 端 末 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ５ に 格 納 す る 。 Ｍ ｏ ｂ ｉ ｌ ｅ  Ｉ Ｐ 処 理 １ １ ４ は ， 図 ９ に 例
を 示 す Mobile IPv６ 位 置 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ を 用 い た 位 置 登 録 処 理 や Ｉ Ｐ カ プ セ ル 化 転 送
を 司 り ， Mobile IPに 関 連 す る Ｈ ｏ Ａ や Ｃ ｏ Ａ 等 の 情 報 を 図 １ １ ａ に 例 を 示 す Binding Upd
ate管 理 テ ー ブ ル に て 管 理 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ ａ は ， 本 発 明 に お け る Ｈ Ａ ３ お よ び Ｃ Ｎ ４ の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。
Ｈ Ａ ３ お よ び Ｃ Ｎ ４ は ， 少 な く と も ６ つ の ハ ー ド ウ ェ ア ブ ロ ッ ク で 構 成 さ れ る 。 以 下 に 各
ハ ー ド ウ ェ ア ブ ロ ッ ク に つ い て 説 明 す る 。
・ Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 送 受 信 す る 少 な く と も ２ つ 以 上 の Ｉ Ｐ イ ン タ フ ェ ー ス （ ３ ０ ６ ａ ， ３ ０
６ ｂ ） 。
・ Ｉ Ｐ イ ン タ フ ェ ー ス を 集 約 す る ス イ ッ チ ３ ０ ５ 。
・ 本 発 明 の ソ フ ト ウ ェ ア や 本 装 置 の 動 作 を 決 定 す る 設 定 フ ァ イ ル 等 の 情 報 を 格 納 す る ハ ー
ド デ ィ ス ク ３ ０ ０ 。
・ 本 発 明 の ソ フ ト ウ ェ ア を 実 行 に 際 し て 一 時 的 に 利 用 す る 領 域 で あ る メ モ リ ３ ０ ３ 。
・ 本 装 置 の 制 御 を 司 る Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ １ 。
・ 本 装 置 に 周 辺 機 器 を 接 続 す る 際 に 利 用 す る 拡 張 イ ン タ フ ェ ー ス ３ ０ ８ 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 ハ ー ド ウ ェ ア ブ ロ ッ ク は ， 全 て バ ス ３ ０ ４ で 接 続 さ れ る 。 ま た ， 本 発 明 で は 拡 張 イ
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ン タ フ ェ ー ス ２ ０ ８ に ， Ｈ Ａ ３ お よ び Ｃ Ｎ ４ の 物 理 的 な 位 置 情 報 を 収 集 す る こ と を 目 的 に
， Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 ３ ０ ９ を 接 続 す る 。 た だ し ， 本 Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 は ， Ｈ Ａ ３ お よ び Ｃ Ｎ ４ に 内
蔵 す る 形 態 で も 構 わ な い 。 ま た ， Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 機 以 外 の 手 段 で 物 理 的 位 置 情 報 を 収 集 し て 良
い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ ｂ は ， 本 発 明 に お け る Ｈ Ａ ３ お よ び Ｃ Ｎ ４ の ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。
Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト が Ｈ Ａ ３ お よ び Ｃ Ｎ ４ に 着 信 し た 場 合 ， 受 信 し た Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を パ ケ ッ ト 入
出 力 処 理 ３ １ ７ に て 抽 出 す る 。 パ ケ ッ ト 入 出 力 処 理 ３ １ ７ は ， Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 宛 先 ア ド レ
ス を 検 証 し ， 自 宛 て で あ る 場 合 は パ ケ ッ ト 振 り 分 け 処 理 ３ １ ４ を 行 う 。 そ う で な い 場 合 は
， パ ケ ッ ト 転 送 処 理 ３ １ ５ を 行 う 。 パ ケ ッ ト 振 り 分 け 処 理 ３ １ ４ は ， Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の デ ー
タ 部 を 検 証 し ， 次 に 行 う 処 理 を 選 択 し て 適 切 な 処 理 を 行 う 。 パ ケ ッ ト 転 送 処 理 ３ １ ５ は ，
Routingテ ー ブ ル ３ １ ６ を 参 照 し ， 次 の Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト 転 送 先 を 決 定 し ， パ ケ ッ ト 入 出 力 処
理 ３ １ ７ を 経 由 し て Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 転 送 を 行 う 。 Ｍ ｏ ｂ ｉ ｌ ｅ  Ｉ Ｐ 処 理 ３ １ ２ は ， 図 ９
に 例 を 示 す Mobile IPv6位 置 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ を 用 い た 位 置 登 録 の 受 信 処 理 や Ｉ Ｐ カ プ
セ ル 化 転 送 を 司 り ， Mobile IPに 関 連 す る Ｈ ｏ Ａ や Ｃ ｏ Ａ 等 の 情 報 を 図 １ １ ｂ に 例 を 示 す B
inding Cache管 理 テ ー ブ ル に て 管 理 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 よ り 本 発 明 に お け る 移 動 体 通 信 の 動 作 手 順 を 詳 細 に 説 明 す る 。 代 表 例 と し て 図 ２ ａ
に お け る Ｍ Ｎ １ が Ａ Ｒ － ２ （ ２ ｂ ） 配 下 の 在 圏 網 ５ ｄ か ら Ａ Ｒ － ３ （ ２ ｃ ） 配 下 の 在 圏 網
５ ｅ に 移 動 し な が ら ， ホ ー ム 網 ５ ａ に 設 置 さ れ る Ｃ Ｎ ４ と 通 信 を 行 う 動 作 手 順 を 図 ６ に 示
す 。
図 中 Ｍ Ｎ １ と Ａ Ｒ （ ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ） は ， 自 身 の 経 路 情 報 と 物 理 的 位 置 情 報 を 保 持 す る
手 段 を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 図 １ ０ ａ を 例 に し て 経 路 情 報 を 格 納 す る ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル （ １ １ ６ ， ２ １
５ ） を 説 明 す る 。 ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル （ １ １ ６ ， ２ １ ５ ） は ， ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ
ッ ク ス ８ ０ １ と そ の プ レ フ ィ ッ ク ス 長 ８ ０ ２ と ， ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス ８ ０ ３ を 格 納 す る
。 こ れ ら の 情 報 に よ っ て Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 送 信 ま た は 転 送 を 行 う 際 に ， Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト に 含 ま
れ る 宛 先 ア ド レ ス に 対 し て ど の ゲ ー ト ウ ェ イ に 送 信 す る か を 決 定 す る 。 ま た ， 近 隣 フ ラ グ
８ ０ ４ は ， ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス ８ ０ １ が Ａ Ｒ ２ ま た は Ｍ Ｎ 1自 身 が 所 属 す る ネ ッ
ト ワ ー ク で あ る か を 判 定 す る フ ラ グ で あ る 。 本 フ ラ グ が 「 ０ 」 の 場 合 は ， Ａ Ｒ ２ ま た は Ｍ
Ｎ 1自 身 が 所 属 す る ネ ッ ト ワ ー ク の 情 報 で あ る こ と を 示 し ， 「 １ 」 の 場 合 は ， ル ー テ ィ ン
グ プ ロ ト コ ル や 手 動 設 定 で 得 た ネ ッ ト ワ ー ク の 情 報 で あ る と 判 定 す る 。 Ａ Ｒ フ ラ グ ８ ０ ５
は ， ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス ８ ０ １ の ネ ッ ト ワ ー ク が Ｍ Ｎ １ に 対 し て Ａ Ｒ と し て 通 知
可 能 で あ る か を 判 定 す る フ ラ グ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 フ ラ グ が 「 ０ 」 の 場 合 は ， ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス ８ ０ １ は 中 継 網 ５ ｂ も し く は
ホ ー ム 網 ５ ａ に 所 属 す る ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 で あ る こ と を 示 し ， 「 １ 」 の 場 合 は ， Ｍ Ｎ １ の
在 圏 網 （ ５ ｃ ， ５ ｄ ， ５ ｅ ） に 所 属 す る ネ ッ ト ワ ー ク の 情 報 で あ る こ と を 示 す 。 経 度 ８ ０
６ ， 緯 度 ８ ０ ７ ， 高 度 ８ ０ ８ は ， ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス ８ ０ １ に 所 属 す る Ａ Ｒ ２ の
物 理 的 な 位 置 情 報 を 示 し ， ホ ッ プ 数 ８ ０ ９ は ， ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス ８ ０ １ が い く
つ の ル ー タ を 経 由 し て 到 達 可 能 で あ る か を 示 す 数 値 で あ る 。 参 照 フ ラ グ ８ １ ０ は ， ル ー タ
情 報 管 理 テ ー ブ ル （ １ １ ６ ， ２ １ ５ ） を 参 照 し て 動 作 の 制 御 を 決 定 す る 際 に ， 重 複 し て 参
照 す る こ と を 防 止 す る た め に 利 用 さ れ る 。 以 上 ８ ０ １ か ら ８ １ ０ を １ つ の レ コ ー ド ８ ０ ０
と し 複 数 レ コ ー ド を 格 納 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に ， 図 １ ０ ｂ を 例 に 用 い て ， 物 理 的 位 置 情 報 を 格 納 す る 端 末 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ５
を 説 明 す る 。 端 末 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ５ は ， Ｍ Ｎ １ の ホ ー ム ア ド レ ス ８ ２ １ と 現 在 使 用
中 の Ｃ ｏ Ａ リ ス ト ８ ２ ２ と 在 圏 網 で 接 続 中 の Ａ Ｒ ２ の ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス ８ ２ ３
と Ｍ Ｎ １ が 存 在 す る 現 在 の 物 理 的 位 置 情 報 で あ る 経 度 ８ ２ ４ ， 緯 度 ８ ２ ５ ， 高 度 ８ ２ ６ を
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１ つ の レ コ ー ド ８ ２ ０ と し て 格 納 し て い る 。 な お ， Ｃ ｏ Ａ リ ス ト ８ ２ ２ は ， Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト
送 信 時 に 使 用 す る Ｃ ｏ Ａ の 優 先 度 順 に リ ス ト 構 造 ８ ２ ７ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ６ に 戻 り ， 移 動 体 通 信 の 動 作 手 順 の 説 明 を 続 け る 。 図 中 Ｍ Ｎ １ は ま ず Ａ Ｒ － １ （ ２ ａ
） に 接 続 す る 。 第 ２ の 形 態 で 接 続 す る 場 合 は ， 無 線 リ ン ク の セ ッ ト ア ッ プ 後 ， Ｐ Ｐ Ｐ セ ッ
シ ョ ン の セ ッ ト ア ッ プ を 行 う （ Ｓ ２ ０ ） 。 第 １ の 形 態 の 場 合 は ， 直 接 Ａ Ｒ － １ （ ２ ａ ） に
Ｉ Ｐ 接 続 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 Ａ Ｒ （ ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ） は ， Ｒ Ｉ Ｐ ｎ ｇ を 代 表 と す る ル ー テ ィ ン グ プ ロ ト コ ル を 用 い
て ， そ れ ぞ れ Ａ Ｒ ２ が 保 持 し て い る 経 路 情 報 を 交 換 す る （ Ｓ ３ ０ ） 。 本 発 明 で は ， 図 ７ に
例 を 示 す Ｒ Ｉ Ｐ ｎ ｇ メ ッ セ ー ジ フ ォ ー マ ッ ト に よ り 経 路 情 報 を 送 信 す る （ Ｆ ４ ） 。 図 ７ に
示 す Ｒ Ｉ Ｐ ｎ ｇ メ ッ セ ー ジ フ ォ ー マ ッ ト は ， Ｉ Ｅ Ｔ Ｆ 　 Ｒ Ｆ Ｃ ２ ０ ８ ０ 「 Ｒ Ｉ Ｐ ｎ ｇ  ｆ
ｏ ｒ  Ｉ Ｐ ｖ ６ 」 に 規 定 さ れ る フ ォ ー マ ッ ト の ル ー ト テ ー ブ ル エ ン ト リ 領 域 ５ １ ５ 内 に Ａ
Ｒ ２ の 物 理 的 位 置 情 報 領 域 ５ １ ６ を 追 加 す る 。 物 理 的 位 置 情 報 領 域 ５ １ ６ に は ， Ｉ Ｐ ｖ ６
プ レ フ ィ ッ ク ス ５ ０ ２ に 属 す る Ａ Ｒ ２ の 経 度 ５ ０ ６ ， 緯 度 ５ ０ ７ ， 高 度 ５ ０ ８ と Ａ Ｒ フ ラ
グ ５ １ ０ お よ び ホ ッ プ 数 ５ １ １ が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で ， 図 ７ と 図 １ ２ を 例 に 用 い て Ａ Ｒ ２ （ ２ ｂ ， ２ ｃ ） が 行 っ て い る Ｒ Ｉ Ｐ ｎ ｇ メ ッ
セ ー ジ の 送 信 処 理 （ Ｆ ４ ） に 関 し て 説 明 す る 。 ま ず 図 ７ に 示 す Ｒ Ｉ Ｐ ｎ ｇ メ ッ セ ー ジ フ ォ
ー マ ッ ト の 生 成 を 行 う （ ６ ０ ０ ） 。 次 に ， ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル ２ １ ５ を 参 照 し ， １ レ
コ ー ド 毎 の 抽 出 を 行 う （ ６ ０ １ ） 。 レ コ ー ド の 抽 出 が で き た 場 合 （ ６ ０ ２ ） ， ル ー ト テ ー
ブ ル エ ン ト リ 領 域 ５ １ ５ の 追 加 を 行 っ た 後 （ ６ ０ ３ ） ， レ コ ー ド 内 の ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ
ィ ッ ク ス ８ ０ １ や Ａ Ｒ フ ラ グ ８ ０ ５ や 経 度 ８ ０ ６ ， 緯 度 ８ ０ ７ 等 を 抽 出 し て （ ６ ０ ４ ） ル
ー ト テ ー ブ ル エ ン ト リ 領 域 ５ １ ５ の 該 当 領 域 へ の 書 き 込 み を 行 う （ ６ ０ ５ ） 。 そ の 後 ， 再
度 ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル ２ １ ５ か ら １ レ コ ー ド 毎 の 抽 出 （ ６ ０ １ ） を 繰 り 返 す こ と で Ａ
Ｒ ２ （ ２ ｂ ， ２ ｃ ） が 保 持 し て い る 経 路 情 報 が Ｒ Ｉ Ｐ ｎ ｇ メ ッ セ ー ジ フ ォ ー マ ッ ト に 展 開
さ れ る 。 ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル ２ １ ５ か ら 抽 出 す る レ コ ー ド が 無 く な っ た 時 点 で Ｒ Ｉ Ｐ
ｎ ｇ メ ッ セ ー ジ が 完 成 し ， Ａ Ｒ ２ （ ２ ｂ ， ２ ｃ ） は ， 近 隣 の Ａ Ｒ ２ （ ２ ａ ） に 対 し て 生 成
し た Ｒ Ｉ Ｐ ｎ ｇ メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る （ ６ ０ ６ ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 図 ６ に 戻 り ， Ａ Ｒ ２ （ ２ ａ ） に お い て Ａ Ｒ ２ （ ２ ｂ ， ２ ｃ ） が 送 信 し た Ｒ Ｉ Ｐ ｎ ｇ
メ ッ セ ー ジ （ Ｓ ３ ０ ） の 受 信 処 理 （ Ｆ ５ ） に 関 し て 図 ７ と 図 １ ３ を 例 に 用 い て 説 明 す る 。
ま ず 図 ７ に 示 す Ｒ Ｉ Ｐ ｎ ｇ メ ッ セ ー ジ の 受 信 後 （ ６ １ ０ ） ， 該 ル ー ト テ ー ブ ル エ ン ト リ 領
域 ５ １ ５ の 存 在 確 認 を 行 う （ ６ １ １ ） 。 ル ー ト テ ー ブ ル エ ン ト リ 領 域 ５ １ ５ が 存 在 す る 場
合 ， 該 エ ン ト リ の Ｉ Ｐ ｖ ６ プ レ フ ィ ッ ク ス ５ ０ ２ 等 の 各 項 目 を 抽 出 す る （ ６ １ ３ ） 。 次 に
， ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル ２ １ ５ を 参 照 し （ ６ １ ４ ） ， 抽 出 し た 項 目 に 一 致 す る レ コ ー ド
が 存 在 す る か を 確 認 す る （ ６ １ ５ ） 。 こ の 時 ， 一 致 す る レ コ ー ド が 存 在 す る 場 合 は ， ル ー
タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル ２ １ ５ の 更 新 を 行 っ た 後 （ ６ １ ６ ） ， 次 の ル ー ト テ ー ブ ル エ ン ト リ 領
域 ５ １ ５ の 存 在 確 認 を 行 う 。 一 致 す る レ コ ー ド が 存 在 し な い 場 合 は ， 新 規 に ル ー タ 情 報 管
理 テ ー ブ ル ２ １ ５ へ 追 加 で 書 き 込 み を 行 い （ ６ １ ７ ） ， 同 時 に パ ケ ッ ト 転 送 時 に 必 要 な 経
路 情 報 と し て ， 図 ３ ｂ に 示 す パ ケ ッ ト 転 送 処 理 ２ １ ７ の ル ー テ ィ ン グ テ ー ブ ル ２ １ ８ に 追
加 書 込 み を 行 う （ ６ １ ８ ） 。 以 降 ， Ｒ Ｉ Ｐ ｎ ｇ メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ る ル ー ト テ ー ブ ル エ ン
ト リ 領 域 ５ １ ５ を 全 て 抽 出 す る こ と で ， 近 隣 の Ａ Ｒ ２ （ ２ ｂ ， ２ ｃ ） が 保 持 し て い る 経 路
情 報 を Ａ Ｒ ２ （ ２ ａ ） の ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル ２ １ ５ に 展 開 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に Ａ Ｒ ２ （ ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ） は ， ル ー テ ィ ン グ プ ロ ト コ ル を 用 い て 各 々 が
保 持 す る 経 路 情 報 と 物 理 的 位 置 情 報 を 自 動 的 に 収 集 可 能 と な る 。
図 ６ に 戻 り ， 移 動 体 通 信 の 動 作 手 順 の 説 明 を 続 け る 。 通 常 Ａ Ｒ － １ （ ２ ａ ） は ， Ｍ Ｎ １ が
接 続 す る 在 圏 網 （ ５ ｃ ， ５ ｄ ， ５ ｅ ） に 対 し て ， Ａ Ｒ ２ 自 身 が 在 圏 網 （ ５ ｃ ， ５ ｄ ， ５ ｅ
） に 接 続 す る ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス か ら ル ー タ 広 告 を 送 信 す る （ Ｓ ３ １ ） 。 こ れ に
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よ っ て ， 在 圏 網 （ ５ ｃ ， ５ ｄ ， ５ ｅ ） に 移 動 し て き た Ｍ Ｎ １ は ， 移 動 検 知 と 在 圏 網 （ ５ ｃ
， ５ ｄ ， ５ ｅ ） で 有 効 な Ｃ ｏ Ａ の 生 成 が 可 能 と な る 。 本 発 明 で は ， 図 ８ に 示 す よ う な ル ー
タ 広 告 を Ａ Ｒ ２ （ ２ ａ ） か ら 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 。 図 ８ に 示 す ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー
ジ は ， Ｉ Ｅ Ｔ Ｆ 「 Ｍ ｏ ｂ ｉ ｌ ｉ ｔ ｙ  Ｓ ｕ ｐ ｐ ｏ ｒ ｔ 　 ｉ ｎ  Ｉ Ｐ ｖ ６ 」 に 規 定 さ れ る フ ォ
ー マ ッ ト の Prefix Information Option領 域 ５ ３ ０ に Ａ Ｒ ２ の 物 理 的 位 置 情 報 領 域 ５ ４ ０
を 追 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た ， Prefix Information Option領 域 ５ ３ ０ に 含 ま れ る Prefix５ ３ ２ は ， Ａ Ｒ ２ 自 身
が 所 属 す る ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 で あ る か ， 近 隣 の ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 で あ る か を 示 す Ｎ ビ ッ ト
５ ３ １ を 追 加 す る 。 物 理 的 位 置 情 報 領 域 ５ ４ ０ に は ， Prefix５ ３ ２ に 接 続 し て い る Ａ Ｒ ２
の 物 理 的 位 置 情 報 と し て ， 経 度 ５ ４ １ ， 緯 度 ５ ４ ２ と 高 度 ５ ４ ３ を 含 む 。 な お ， Prefix I
nformation Option領 域 ５ ３ ０ は ， ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ 内 に 複 数 格 納 す る こ と が 可 能 で
あ る 。 し か し ， Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 最 大 長 の 範 囲 内 に ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ を 収 容 必 要 が あ る
た め ， 本 発 明 で は ， Prefix Information Option領 域 ５ ３ ０ の 格 納 数 に 制 限 を 設 け る 。 制
限 値 の 設 定 方 法 は ， Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 最 大 長 に 達 し な い 限 り 追 加 す る 方 法 や 保 守 者 の 静 的 な
設 定 で 制 限 を 設 け る 方 法 も あ る 。 Ｍ Ｎ １ の ハ ン ド オ ー バ の 効 率 化 を 考 慮 す る 場 合 ， 少 な く
と も Ａ Ｒ ２ （ ２ ａ ） が 最 も 隣 接 す る Ａ Ｒ ２ （ ２ ｂ ， ２ ｃ ） と Ａ Ｒ ２ （ ２ ａ ） 自 身 の ネ ッ ト
ワ ー ク 情 報 の ３ つ を 送 信 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で ， 図 １ ４ を 用 い て Ａ Ｒ － １ （ ２ ａ ） が 送 信 す る ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ の 送 信 処 理
（ Ｆ ６ ） に 関 し て 説 明 す る 。 ま ず 図 ８ に 示 す ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ フ ォ ー マ ッ ト の 生 成 を
行 う ６ ２ ０ 。 次 に ， 図 １ ０ ａ に 示 す ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル ２ １ ５ を 参 照 し （ ６ ２ １ ） ，
近 隣 フ ラ グ ８ ０ ４ が 「 ０ 」 で あ る レ コ ー ド を 抽 出 し た 後 ， Prefix Information Option領
域 ５ ３ ０ の 各 領 域 に 展 開 す る （ ６ ２ ２ ） 。 こ の 時 ， Ｎ ビ ッ ト ５ ３ １ を 「 ０ 」 に 設 定 し ， Ａ
Ｒ ２ （ ２ ａ ） 自 身 が 所 属 す る ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 で あ る こ と を 明 示 す る 。 次 に ， ル ー タ 情 報
管 理 テ ー ブ ル ２ １ ５ に 格 納 さ れ る 隣 接 Ａ Ｒ ２ （ ２ ｂ ， ２ ｃ ） の ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 を Prefix
 Information Option領 域 ５ ３ ０ に 格 納 す る 。 本 処 理 は ， ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル ２ １ ５
か ら １ レ コ ー ド 毎 に 抽 出 し 最 終 レ コ ー ド ま で 抽 出 す る （ ６ ２ ３ ） 。 さ ら に ， レ コ ー ド が 存
在 す る 場 合 ， ま ず 近 隣 フ ラ グ ８ ０ ４ が 「 １ 」 か つ Ａ Ｒ フ ラ グ ８ ０ ５ が 「 １ 」 で あ る か を 確
認 す る （ ６ ２ ６ ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 条 件 に 一 致 し な い 場 合 は ， Ｍ Ｎ １ に 対 し て 有 効 な ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 で な い と 判 定 し ，
次 の レ コ ー ド 抽 出 に 移 行 す る 。 条 件 に 一 致 し た 場 合 ， ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル ２ １ ５ の レ
コ ー ド か ら 経 度 ８ ０ ６ ， 緯 度 ８ ０ ７ ， 高 度 ８ ０ ８ を 抽 出 し ， 既 に 格 納 済 み で あ る Prefix I
nformation Option領 域 ５ ３ ０ の 経 度 ５ ４ １ ， 緯 度 ５ ４ ２ ， 高 度 ５ ４ ３ と 比 較 す る （ ６ ２
７ ） 。 こ の 時 ， 何 れ の Prefix Information Option領 域 ５ ３ ０ の 情 報 よ り 遠 方 に あ る 場 合
は ， Prefix Information Option領 域 ５ ３ ０ の 格 納 数 制 限 を 確 認 し （ ６ ２ ９ ） ， 限 界 の 場
合 は 次 の レ コ ー ド 抽 出 に 移 行 す る 。 格 納 可 能 で あ る 場 合 は ， 新 規 に Prefix Information O
ption領 域 ５ ３ ０ の 追 加 書 き 込 み を 行 う 。 一 方 ， 格 納 済 み の 位 置 情 報 よ り 近 隣 で あ る と 判
定 し た 場 合 （ ６ ２ ８ ） ， Prefix Information Option領 域 ５ ３ ０ の 格 納 数 制 限 を 確 認 し （
６ ３ １ ） ， 格 納 可 能 で あ る 場 合 は ， 新 規 に Prefix Information Option領 域 ５ ３ ０ の 追 加
書 き 込 み を 行 う （ ６ ３ ３ ） 。 限 界 の 場 合 は ， 最 も 遠 方 で あ る レ コ ー ド と 入 れ 替 え て 書 き 込
み を 行 う （ ６ ３ ２ ） 。 以 上 の 動 作 を 繰 り 返 す こ と で Ａ Ｒ ２ （ ２ ａ ） が 送 信 す る ル ー タ 広 告
メ ッ セ ー ジ が 最 適 に 作 成 で き る 。 ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル ２ １ ５ の 全 て レ コ ー ド を 確 認 し
た 後 ， 作 成 し た ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る （ ６ ２ ４ ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の 結 果 ， Ａ Ｒ ２ は ， 自 身 が 送 信 す る ル ー タ 広 告 内 に 最 も 近 隣 の Ａ Ｒ が 接 続 す る 在 圏
網 側 の ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 を 選 択 し て Ｍ Ｎ １ に 送 信 す る こ と が 可 能 に な る 。
次 に 図 ６ に 戻 り ， Ｍ Ｎ １ に お い て Ａ Ｒ ２ （ ２ ａ ） が 送 信 し た ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ （ Ｓ ３
１ ） の 受 信 処 理 （ Ｆ ７ ） に 関 し て 図 １ ５ と 図 １ ６ を 例 に 用 い て 説 明 す る 。 ま ず Ｍ Ｎ １ は ，
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図 ８ に 示 す ル ー タ 広 告 を 受 信 す る （ ６ ４ ０ ） 。 次 に 受 信 し た ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ 内 に ，
Prefix Information Option領 域 ５ ３ ０ が 存 在 す る か を 確 認 す る （ ６ ４ １ ） 。 存 在 す る 場
合 ， Prefix Information Option領 域 ５ ３ ０ に 含 ま れ る 情 報 を 抽 出 す る （ ６ ４ ２ ） 。 次 に
， ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ６ を 参 照 し ， 抽 出 し た 情 報 と 比 較 し て い く （ ６ ４ ３ ） 。
ま ず ， Prefix Information Option領 域 ５ ３ ０ 内 の Ｎ ビ ッ ト ５ ３ １ が 「 ０ 」 で あ る か を 判
定 す る （ ６ ４ ４ ） 。 こ の 時 ， Ｎ ビ ッ ト ５ ３ １ が 「 ０ 」 で あ る 場 合 ， 該 Prefix Information
 Option領 域 ５ ３ ０ に 格 納 さ れ た ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 は ， 現 在 Ｍ Ｎ １ が 移 動 し て き た 在 圏 網
５ ｄ の 情 報 で あ る こ と が 特 定 で き る 。 Ｎ ビ ッ ト ５ ３ １ が 「 ０ 」 で あ る 場 合 ， ル ー タ 情 報 管
理 テ ー ブ ル １ １ ６ 内 で 近 隣 フ ラ グ ８ ０ ４ が 「 ０ 」 で あ る レ コ ー ド の 検 索 を 行 い ， 該 レ コ ー
ド の ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス ８ ０ １ と プ レ フ ィ ッ ク ス 長 ８ ０ ２ と ， Prefix Informati
on Option領 域 ５ ３ ０ 内 か ら 抽 出 し た ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス ５ ３ ２ と プ レ フ ィ ッ ク
ス 長 が 一 致 す る か を 判 定 す る （ ６ ４ ５ ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 致 す る 場 合 は ， 前 回 受 信 し た ル ー タ 広 告 と 変 更 が 無 く ， Ｍ Ｎ １ は 移 動 を 行 っ て い な い
と 判 定 で き る 。 こ の 後 は ， 該 ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ６ の レ コ ー ド の 参 照 フ ラ グ ８ １
０ に 参 照 し た こ と を 記 録 す る た め 「 １ 」 を 格 納 し （ ６ ５ １ ） ， 引 き 続 き Prefix Informati
on Option領 域 ５ ３ ０ の 抽 出 を 行 う 。 ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 が 一 致 し な い 場 合 は ， Ｍ Ｎ １ が 移
動 し て 前 回 と 異 な る 在 圏 網 に 移 動 し た こ と を 特 定 で き る 。 こ の た め ， 移 動 検 知 を 行 っ た こ
と を フ ラ グ に 格 納 （ ６ ４ ６ ） し た 後 ， 近 隣 フ ラ グ ８ ０ ４ が 「 ０ 」 で あ っ た レ コ ー ド の 近 隣
フ ラ グ ８ ０ ４ を 「 １ 」 に 変 更 す る （ ６ ４ ７ ） 。 次 に ， ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ６ 内 で
近 隣 フ ラ グ ８ ０ ４ が 「 １ 」 で あ る レ コ ー ド 内 で ， Prefix Information Option領 域 ５ ３ ０
内 か ら 抽 出 し た ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス ５ ３ ２ と プ レ フ ィ ッ ク ス 長 が 一 致 す る か の 判
定 を 行 い （ ６ ４ ９ ） ， 一 致 す る レ コ ー ド が 存 在 し た 場 合 は ， 該 レ コ ー ド の 近 隣 フ ラ グ ８ ０
４ を 「 ０ 」 に 変 更 し （ ６ ４ ８ ） ， 一 致 す る レ コ ー ド が 存 在 し な い 場 合 は ， 新 規 に ル ー タ 情
報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ６ へ 追 加 を 行 う （ ６ ５ ０ ） 。 そ の 後 ， 追 加 ま た は 近 隣 フ ラ グ ８ ０ ４ を
「 ０ 」 に 変 更 し た レ コ ー ド の 参 照 フ ラ グ ８ １ ０ に ， 参 照 し た こ と を 記 録 す る た め 「 １ 」 を
格 納 し （ ６ ５ １ ） ， 引 き 続 き Prefix Information Option領 域 ５ ３ ０ の 抽 出 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 一 方 ， Prefix Information Option領 域 ５ ３ ０ 内 の Ｎ ビ ッ ト ５ ３ １ が 「 ０ 」 で あ る か を
判 定 し た 際 （ ６ ４ ４ ） に ， Ｎ ビ ッ ト ５ ３ １ が 「 １ 」 で あ る 場 合 ， 該 Prefix Information O
ption領 域 ５ ３ ０ に 格 納 さ れ た ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 は ， 次 の 移 動 先 の 候 補 と な る 在 圏 網 ５ ｃ
ま た は 在 圏 網 ５ ｅ の ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 で あ る こ と が 特 定 で き る 。 こ の 場 合 ， ル ー タ 情 報 管
理 テ ー ブ ル １ １ ６ 内 の 近 隣 フ ラ グ ８ ０ ４ が 「 １ 」 で あ る レ コ ー ド 内 で ， Prefix Informati
on Option領 域 ５ ３ ０ 内 か ら 抽 出 し た ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス ５ ３ ２ と プ レ フ ィ ッ ク
ス 長 が 一 致 す る か の 判 定 を 行 い （ ６ ４ ９ ） ， 一 致 す る レ コ ー ド が 存 在 し た 場 合 は ， 該 レ コ
ー ド の 情 報 を 最 新 の 情 報 に 更 新 し （ ６ ４ ８ ） ， 一 致 す る レ コ ー ド が 存 在 し な い 場 合 は ， 新
規 に ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ６ へ 追 加 を 行 う （ ６ ５ ０ ） 。 そ の 後 ， 追 加 ま た は 更 新 し
た レ コ ー ド の 参 照 フ ラ グ ８ １ ０ に ， 参 照 し た こ と を 記 録 す る た め 「 １ 」 を 格 納 し （ ６ ５ １
） ， 引 き 続 き Prefix Information Option領 域 ５ ３ ０ の 抽 出 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 後 ， 抽 出 で き る Prefix Information Option領 域 ５ ３ ０ が 存 在 し な い と 判 定 し た 場
合 （ ６ ４ １ ） ， 前 述 し た ， 移 動 検 知 フ ラ グ が 立 っ て い る か を 確 認 す る （ ６ ５ ２ ） 。 移 動 検
知 を し な か っ た 場 合 ， ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ６ 内 の 参 照 フ ラ グ ８ １ ０ が 「 ０ 」 で あ
る レ コ ー ド を 検 索 す る （ ６ ５ ３ ） 。 該 当 す る レ コ ー ド は ， ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ 内 に 存 在
し な か っ た 情 報 で あ る た め ， ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ６ か ら 削 除 す る （ ６ ５ ４ ） 。 ま
た ， 削 除 し た レ コ ー ド の ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス ８ ０ １ に 一 致 す る Ｃ ｏ Ａ は ， 使 用 す
る 必 要 が な く な る た め ， ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス （ １ ０ ６ ， １ ０ ７ ） か ら 削 除 し ， 同
時 に 図 １ ０ ｂ に 示 す 端 末 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ５ 内 の 使 用 Ｃ ｏ Ａ リ ス ト か ら も 削 除 す る （
６ ５ ６ ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 移 動 検 知 フ ラ グ が 立 っ て い る か を 判 定 し た 際 （ ６ ５ ２ ） ， 移 動 検 知 を し て い る と 判 定 し
た 場 合 ， 図 １ ６ に 示 す Ｍ Ｎ １ の 移 動 検 知 処 理 が 実 行 さ れ る （ ６ ５ ７ ） 。 Ｍ Ｎ １ の 移 動 検 知
処 理 は Ｃ ｏ Ａ 生 成 と ホ ー ム 網 ５ ａ に 設 置 さ れ る Ｈ Ａ ３ お よ び 経 路 最 適 化 実 施 中 の Ｃ Ｎ ４ へ
の 位 置 登 録 で あ る 。 以 下 よ り 具 体 的 な 処 理 内 容 を 説 明 す る 。 ま ず 再 度 ル ー タ 情 報 管 理 テ ー
ブ ル １ １ ６ 内 の レ コ ー ド を 参 照 す る （ ６ ６ ０ ） 。 １ レ コ ー ド 毎 に 抽 出 し （ ６ ６ ２ ） ， 該 レ
コ ー ド の ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス ８ ０ １ と プ レ フ ィ ッ ク ス 長 ８ ０ ２ を 元 に Ｃ ｏ Ａ を 生
成 す る （ ６ ６ ３ ） 。 次 に ， 生 成 し た Ｃ ｏ Ａ が ， 既 に Ｍ Ｎ １ の ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス
（ １ ０ ６ ， １ ０ ７ ） に 設 定 さ れ て い る か の 確 認 行 う （ ６ ６ ４ ） 。 未 設 定 で あ る 場 合 は ， 生
成 し た Ｃ ｏ Ａ を ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス （ １ ０ ６ ， １ ０ ７ ） に 設 定 す る （ ６ ６ ５ ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に ， 抽 出 し た レ コ ー ド 内 の 近 隣 フ ラ グ ８ ０ ４ が 「 １ 」 で あ る か を 確 認 す る 。 近 隣 フ ラ
グ ８ ０ ４ が 「 ０ 」 で あ る 場 合 ， 該 レ コ ー ド は ， 現 在 Ｍ Ｎ １ が 移 動 し て き た 在 圏 網 ５ ｄ の 情
報 で あ る こ と が 特 定 で き る た め ， 該 レ コ ー ド 情 報 で 生 成 し た Ｃ ｏ Ａ は ， 最 優 先 で 使 用 さ れ
る 。 よ っ て ， 該 レ コ ー ド か ら 抽 出 ま た は 生 成 し た 情 報 は ， 図 １ ０ ｂ に 示 す 端 末 情 報 管 理 テ
ー ブ ル １ １ ５ の 使 用 Ｃ ｏ Ａ リ ス ト ８ ２ ２ の 優 先 度 １ 番 目 （ ８ ２ ７ ａ ） と 接 続 中 Ａ Ｒ ネ ッ ト
ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス ８ ２ ３ に 展 開 さ れ る （ ６ ６ ７ ， ６ ６ ８ ） 。 一 方 ， 抽 出 し た レ コ ー ド
内 の 近 隣 フ ラ グ ８ ０ ４ が 「 １ 」 で あ る 場 合 ， 該 レ コ ー ド か ら 生 成 し た Ｃ ｏ Ａ は ， 次 の 移 動
先 の 候 補 と な る 在 圏 網 ５ ｃ ま た は 在 圏 網 ５ ｅ で 有 効 な Ｉ Ｐ ア ド レ ス で あ り ， 端 末 情 報 管 理
テ ー ブ ル １ １ ５ の 使 用 Ｃ ｏ Ａ リ ス ト ８ ２ ２ に は ， 優 先 度 を 判 定 し て 格 納 し て い く 。 本 処 理
で は ， ま ず 端 末 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ５ の 経 度 ８ ２ ４ ， 緯 度 ８ ２ ５ ， 高 度 ８ ２ ６ か ら Ｍ Ｎ
１ の 物 理 的 位 置 情 報 を 抽 出 し ， 端 末 の 移 動 方 向 を 確 認 す る （ ６ ６ ９ ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に ， 抽 出 し た 物 理 的 位 置 情 報 と 登 録 済 み の Ｃ ｏ Ａ が 使 用 可 能 な Ａ Ｒ ２ の 物 理 的 位 置 情
報 を 比 較 し （ ６ ７ ０ ） ， Ｍ Ｎ １ の 物 理 的 位 置 情 報 に 近 い 順 に ソ ー ト し て 生 成 し た Ｃ ｏ Ａ 格
納 す る （ ６ ７ １ ） 。
ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ６ 内 の 全 て の レ コ ー ド 抽 出 か ら Ｃ ｏ Ａ を 生 成 し 情 報 を 格 納 し
た 後 ， Ｍ Ｎ １ は ， Ｈ Ａ ３ お よ び 経 路 最 適 化 中 の Ｃ Ｎ ４ に 対 し て 位 置 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ を
送 信 す る （ ６ ７ ３ ） 。 本 処 理 で は ， ま ず Ｉ Ｐ ｖ ６ パ ケ ッ ト フ ォ ー マ ッ ト の Ｉ Ｐ ｖ ６ ヘ ッ ダ
の 直 後 に 図 ９ に 例 を 示 す Mobile IPv6 Binding Updateメ ッ セ ー ジ を 付 加 し た パ ケ ッ ト の 送
信 に よ り 行 わ れ る 。 本 特 許 で は ， IETF　 「 Mobility Support in IPv6」 に 規 定 さ れ る Mobi
le IPv6 Binding Updateメ ッ セ ー ジ フ ォ ー マ ッ ト に 対 し て ， Mobility Options領 域 ５ ６ ０
に 次 期 Ｃ ｏ Ａ に 関 す る 情 報 を 格 納 す る 領 域 を 新 た に 追 加 す る こ と に 特 徴 が あ る 。 Binding 
Updateメ ッ セ ー ジ の 生 成 時 ， 優 先 度 の 一 番 高 い Ｃ ｏ Ａ （ ８ ２ ７ ａ ） を 現 在 使 用 中 Ｃ ｏ Ａ と
し て Ｉ Ｐ ｖ ６ ヘ ッ ダ の 送 信 元 ア ド レ ス に 格 納 す る 。 宛 先 ア ド レ ス は Ｈ Ａ ３ ま た は Ｃ Ｎ ４ の
Ｉ Ｐ ア ド レ ス で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に ， Ｉ Ｐ ｖ ６ パ ケ ッ ト フ ォ ー マ ッ ト の 拡 張 ヘ ッ ダ 領 域 は ， 図 ９ の Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 ヘ ッ ダ
５ ５ ０ が 格 納 さ れ ， 本 ヘ ッ ダ 内 の ホ ー ム ア ド レ ス オ プ シ ョ ン 領 域 に 図 １ ０ ｂ に 示 す Ｍ Ｎ １
の ホ ー ム ア ド レ ス ８ ２ １ が 格 納 さ れ る 。 IPv6 Mobilityヘ ッ ダ 領 域 ５ ５ ５ に は ， 位 置 登 録
要 求 で あ る こ と を 示 す Ｍ Ｈ タ イ プ ５ ５ ６ や 通 知 し た Ｃ ｏ Ａ の 有 効 期 間 で あ る Lifetime５ ５
７ が 格 納 さ れ る 。 Mobility Options領 域 ５ ６ ０ に は ， 端 末 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ５ の Ｃ ｏ
Ａ リ ス ト か ら 優 先 度 が 2番 目 の Ｃ ｏ Ａ （ ８ ２ ７ ｂ ） を 次 期 Ｃ ｏ Ａ と し て 格 納 す る 。 ま た ， M
obility Options領 域 ５ ６ ０ 内 の Ｓ ビ ッ ト ５ ６ ２ は ， Ｈ Ａ ３ ま た は Ｃ Ｎ ４ が Ｍ Ｎ １ 宛 の Ｉ
Ｐ パ ケ ッ ト を 転 送 す る 際 ， 現 在 の Ｃ ｏ Ａ と 次 期 Ｃ ｏ Ａ の 両 方 に 対 し て Ｉ Ｐ カ プ セ ル 化 転 送
を 要 求 す る た め に 使 用 す る 。 Ｍ Ｎ １ は ， 自 身 が 移 動 中 で あ る か 否 か の 判 定 を 行 い （ ６ ７ ２
） ， 移 動 中 で あ る と 判 断 し た 場 合 は ， Ｓ ビ ッ ト ５ ６ ２ に 「 １ 」 を セ ッ ト す る 。 ま た ， 在 圏
網 に 留 ま っ て 通 信 を 行 っ て い る 際 に は ， Ｓ ビ ッ ト ５ ６ ２ に 「 ０ 」 を セ ッ ト す る こ と で ， Ｈ
Ａ ３ ま た は Ｃ Ｎ ４ か ら 送 信 す る 複 製 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 の よ う に Ｍ Ｎ １ は ， 図 １ １ ａ に 例 を 示 す Binding Update管 理 テ ー ブ ル １ １ ７ を 参 照

10

20

30

40

50

(11) JP 2006-80930 A 2006.3.23



し （ ６ ７ ３ ） ， Binding Updateの 送 信 先 と な る Ｈ Ａ ３ ま た は 経 路 最 適 化 実 施 中 の Ｃ Ｎ ４ に
対 し て 位 置 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ の 生 成 お よ び 送 信 を 行 っ た 後 （ ６ ７ ４ ） ，  Binding Updat
e管 理 テ ー ブ ル １ １ ７ に 位 置 登 録 の 状 況 を 格 納 す る （ ６ ７ ５ ） 。 Binding Update管 理 テ ー
ブ ル １ １ ７ に は ， 位 置 登 録 の 送 信 先 Ｉ Ｐ ア ド レ ス ８ ３ １ と 位 置 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ に 格 納
し た Ｍ Ｎ １ の ホ ー ム ア ド レ ス ８ ３ ２ ， 現 在 Ｃ ｏ Ａ ８ ３ ３ ， 次 期 Ｃ ｏ Ａ ８ ３ ５ や Ｃ ｏ Ａ の 有
効 期 間 ８ ３ ５ や Ｓ ビ ッ ト を 含 む 制 御 フ ラ グ ８ ３ ６ 等 が 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 Binding Update管 理 テ ー ブ ル １ １ ７ の 更 新 後 ， ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ６ 内 の 参 照
フ ラ グ ８ １ ０ が 「 ０ 」 で あ る レ コ ー ド を 検 索 す る （ ６ ７ ６ ） 。 該 当 す る レ コ ー ド は ， ル ー
タ 広 告 メ ッ セ ー ジ 内 に 存 在 し な か っ た 情 報 で あ る た め ， ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ６ か
ら 削 除 す る （ ６ ７ ７ ） 。 ま た ， 削 除 し た レ コ ー ド の ネ ッ ト ワ ー ク プ レ フ ィ ッ ク ス ８ ０ １ に
一 致 す る Ｃ ｏ Ａ は ， 使 用 す る 必 要 が な く な る た め ， ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス （ １ ０ ６
， １ ０ ７ ） か ら 削 除 し ， 同 時 に 図 １ ０ ｂ に 示 す 端 末 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ５ 内 の 使 用 Ｃ ｏ
Ａ リ ス ト か ら も 削 除 す る （ ６ ７ ８ ） 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 の 結 果 ， Ｍ Ｎ １ は Ａ Ｒ ２ か ら 送 信 さ れ る ル ー タ 広 告 （ Ｓ ３ １ ） の 受 信 を 契 機 に 移 動
検 知 を 行 う と 共 に ， 次 期 に 移 動 す る 在 圏 網 で 使 用 す る Ｃ ｏ Ａ を 生 成 し ， Ｈ Ａ ３ お よ び Ｃ Ｎ
４ に 対 し て 双 方 の Ｃ ｏ Ａ を 含 ん だ 位 置 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ を 送 信 （ Ｓ ３ ２ ） す る が 可 能 と
な る 。 こ れ に よ っ て Ｍ Ｎ １ は ， 移 動 を 繰 り 返 し お こ な っ て も パ ケ ッ ト ロ ス を す る こ と な く
通 信 を 継 続 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 図 ６ に 戻 り ， Ｈ Ａ ３ お よ び 経 路 最 適 化 を 行 う Ｃ Ｎ ４ に お い て Ｍ Ｎ １ が 送 信 し た 位 置
登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ の 受 信 処 理 （ Ｆ ８ ） に 関 し て 図 １ ７ を 例 に 用 い て 説 明 す る 。 Ｈ Ａ ３ ま
た は Ｃ Ｎ ４ は ， 図 ９ に 示 す 位 置 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る （ ６ ８ ０ ） 。 受 信 後 ， Ｉ Ｐ
ｖ ６ ヘ ッ ダ 領 域 の 送 信 元 ア ド レ ス か ら Ｍ Ｎ １ の 現 在 使 用 中 Ｃ ｏ Ａ を 抽 出 す る （ ６ ８ １ ） 。
次 に ， 図 ９ に 示 す Ｉ Ｐ ｖ ６ 宛 先 ヘ ッ ダ 領 域 ５ ５ ０ か ら Ｍ Ｎ １ の Ｈ ｏ Ａ を 抽 出 す る （ ６ ８ ２
） 。 そ の 他 Liftime５ ５ ７ 等 の 情 報 を 抽 出 し た 後 （ ６ ８ ３ ） ， Mobility Options領 域 ５ ６
０ に 次 期 Ｃ ｏ Ａ オ プ シ ョ ン が 存 在 す る か を 確 認 す る （ ６ ８ ４ ） 。 存 在 す る 場 合 は ， 次 期 Ｃ
ｏ Ａ ５ ６ ３ や 制 御 フ ラ グ で あ る Ｓ ビ ッ ト ５ ６ ２ を 抽 出 す る （ ６ ８ ５ ） 。 次 に 抽 出 し た 情 報
を 図 １ １ ｂ に 示 す Binding Cache管 理 テ ー ブ ル ３ １ ３ に 格 納 し て い く （ ６ ８ ６ ） 。 本 発 明
で は ， Binding Cache管 理 テ ー ブ ル ３ １ ３ に Ｍ Ｎ １ の 次 期 Ｃ ｏ Ａ を 登 録 可 能 で あ る こ と に
特 徴 が あ る 。 格 納 す る 際 ， ま ず 抽 出 し た Ｈ ｏ Ａ に 一 致 す る レ コ ー ド が Binding Cache管 理
テ ー ブ ル ３ １ ３ に 存 在 す る か を 確 認 す る （ ６ ８ ７ ） 。 存 在 す る 場 合 は ， 該 レ コ ー ド の 現 在
Ｃ ｏ Ａ ８ ４ ２ や 次 期 Ｃ ｏ Ａ ８ ４ ３ や Lifetime８ ４ ４ 等 の 更 新 を 行 う （ ６ ８ ８ ） 。 一 致 す る
レ コ ー ド が 存 在 し な い 場 合 は ， 新 規 に Binding Cache管 理 テ ー ブ ル ３ １ ３ に 登 録 し （ ６ ８
９ ） ， Ｍ Ｎ １ に 対 し て 位 置 登 録 応 答 メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る （ Ｓ ３ ３ ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 位 置 登 録 要 求 を 受 諾 し た Ｈ Ａ ３ は Ｍ Ｎ １ 宛 の パ ケ ッ ト を 代 理 受 信 し ， Ｍ Ｎ １ に 転 送 を 行
う た め ， ホ ー ム 網 ５ ａ に 対 し て ， Ｍ Ｎ １ の Ｈ ｏ Ａ ア ド レ ス 宛 の Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス を Ｈ Ａ ３ の
Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス に 偽 装 す る 不 要 Ｎ Ａ メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る （ Ｓ ３ ４ ） 。 以 降 ， Ｍ Ｎ １ 宛 の
Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト は ， Ｈ Ａ ３ で 代 理 受 信 す る こ と が 可 能 と な る （ Ｓ ３ ５ ） 。 以 下 よ り Ｈ Ａ ３ が
行 う Ｍ Ｎ １ へ の Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト 転 送 処 理 に 関 し て 図 １ ８ を 例 に 示 し 説 明 す る （ Ｆ ９ ） 。 Ｈ Ａ
３ は ， Ｃ Ｎ ４ が Ｍ Ｎ １ の Ｈ ｏ Ａ 宛 に 送 信 し た Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 代 理 受 信 す る （ ７ ０ ０ ） 。 次
に 受 信 し た Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 送 信 先 ア ド レ ス で あ る Ｈ ｏ Ａ を 抽 出 し （ ７ ０ １ ） ， 図 １ １ ｂ に
示 す Binding Cache管 理 テ ー ブ ル ３ １ ３ を 参 照 （ ７ ０ ２ ） し て Ｈ ｏ Ａ に 一 致 す る Ｈ ｏ Ａ が
存 在 す る か を 確 認 す る （ ７ ０ ３ ） 。 存 在 し な い 場 合 は ， Ｈ Ａ ４ で は ， 受 信 し た Ｉ Ｐ パ ケ ッ
ト を 破 棄 し て 終 了 す る （ ７ ０ ４ ） 。 一 致 す る Ｈ ｏ Ａ が 存 在 し た 場 合 ， Ｈ Ａ ３ は Ｍ Ｎ １ に Ｉ
Ｐ パ ケ ッ ト の カ プ セ ル 化 転 送 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 処 理 は ， ま ず Binding Cache管 理 テ ー ブ ル ３ １ ３ か ら Ｍ Ｎ １ の 現 在 Ｃ ｏ Ａ ８ ４ ２ を 抽
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出 す る （ ７ ０ ５ ） 。 Ｉ Ｐ カ プ セ ル 化 転 送 の た め ， 新 規 に Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ 領 域 の 送 信 元 ア ド レ ス
に Ｈ Ａ ３ 自 身 の Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 格 納 し ， 宛 先 ア ド レ ス 領 域 ４ ０ ２ に 抽 出 し た Ｍ Ｎ １ の 現 在
Ｃ ｏ Ａ を 格 納 し て ， Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ を 生 成 す る 。 生 成 し た Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ に 受 信 し た Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト
を 付 与 す る こ と で カ プ セ ル 化 パ ケ ッ ト が 完 成 す る （ ７ ０ ６ ） 。 生 成 し た カ プ セ ル 化 パ ケ ッ
ト を Ｍ Ｎ １ に 転 送 す る （ ７ ０ ７ ） 。 次 に Ｈ Ａ ３ は ， Binding Cache管 理 テ ー ブ ル ３ １ ３ か
ら Ｍ Ｎ １ の 次 期 Ｃ ｏ Ａ ８ ４ ３ が 登 録 さ れ て い る か を 確 認 す る （ ７ ０ ８ ） 。 登 録 さ れ て い な
い 場 合 は ， Ｍ Ｎ １ へ の パ ケ ッ ト 転 送 処 理 を 終 了 す る 。 次 期 Ｃ ｏ Ａ ８ ４ ３ が 登 録 さ れ て い た
場 合 ， さ ら に 制 御 フ ラ グ ８ ４ ５ 内 の Ｓ ビ ッ ト に 「 １ 」 が セ ッ ト さ れ て い る か を 確 認 す る （
７ ０ ９ ） 。 Ｓ ビ ッ ト に 「 １ 」 が セ ッ ト さ れ て い る 場 合 ， Ｍ Ｎ １ が 次 期 Ｃ ｏ Ａ に 対 し て も カ
プ セ ル 化 転 送 を 要 求 し て い る こ と が 特 定 さ れ ， カ プ セ ル 化 転 送 に 必 要 な 時 期 Ｃ ｏ Ａ ８ ４ ３
を 抽 出 す る （ ７ １ ０ ） 。 前 述 し た カ プ セ ル 化 処 理 と 同 様 に Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ を 新 規 に 作 成 し ， 受
信 し た Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 付 与 し て カ プ セ ル 化 パ ケ ッ ト を 生 成 す る （ ７ １ １ ） 。 こ の 時 ， 新 規
に 生 成 し た Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ 領 域 内 の 宛 先 ア ド レ ス 領 域 ４ ０ ２ に は ， 抽 出 し た 次 期 Ｃ ｏ Ａ ８ ４ ３
が 格 納 さ れ る 。 最 後 に 作 成 し た カ プ セ ル 化 パ ケ ッ ト を Ｍ Ｎ １ に 転 送 し （ ７ １ ２ ） ， 処 理 を
終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 以 上 の よ う に ， Ｈ Ａ ３ は Ｍ Ｎ １ 宛 の パ ケ ッ ト を 受 信 し た 場 合 ， Ｍ Ｎ １ が 登 録 し た 現 在 Ｃ
ｏ Ａ お よ び 次 期 Ｃ ｏ Ａ に カ プ セ ル 化 転 送 を 行 う （ Ｓ ３ ６ ， Ｓ ３ ７ ） 。 こ れ に よ り Ｍ Ｎ １ は
， 移 動 先 の 在 圏 網 ５ ｅ に 移 動 し た 直 後 か ら Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 受 信 可 能 と な る 。
次 に ， Ｍ Ｎ １ が Ｈ Ａ ３ か ら の カ プ セ ル 化 パ ケ ッ ト （ Ｓ ３ ６ ， Ｓ ３ ７ ） を 受 信 し た 場 合 ， 通
常 ， Ｍ Ｎ １ は Ｃ Ｎ ４ に 現 在 使 用 中 の Ｃ ｏ Ａ の 通 知 を 行 い ， 以 降 Ｍ Ｎ １ と Ｃ Ｎ ４ 間 で 通 信 を
行 う 際 に は ， Ｈ Ａ ３ 経 由 で な く ， 直 接 通 信 が 可 能 と な る 経 路 最 適 化 処 理 を 実 施 す る 。 本 特
許 に お い て ， Ｍ Ｎ １ は Ｈ Ａ ３ に 送 信 す る 位 置 登 録 メ ッ セ ー ジ と 同 様 に Ｃ Ｎ ４ に 送 信 す る 位
置 登 録 メ ッ セ ー ジ 内 に 次 期 Ｃ ｏ Ａ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 経 路 最 適 化 処 理 に 関 し て
図 １ ９ を 用 い て 説 明 す る 。 Ｍ Ｎ １ は ， 受 信 し た カ プ セ ル 化 パ ケ ッ ト の デ カ プ セ ル 化 を 行 う
（ ７ ２ ０ ） 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 に Binding Update管 理 テ ー ブ ル １ １ ７ の 参 照 を 行 い （ ７ ２ １ ） ， オ リ ジ ナ ル パ ケ ッ ト
の 送 信 元 ア ド レ ス に 一 致 す る レ コ ー ド が 存 在 す る か を 確 認 す る （ ７ ２ ２ ） 。 存 在 す る 場 合
， 既 に Ｃ Ｎ ４ に 対 し て 経 路 最 適 化 処 理 が 行 わ れ て い る こ と と 判 断 し 本 処 理 を 終 了 す る 。 一
致 す る レ コ ー ド が 存 在 し な い 場 合 ， Ｍ Ｎ １ は Ｃ Ｎ ４ に 現 在 使 用 中 の Ｃ ｏ Ａ を 通 知 す る た め
， 経 路 最 適 化 処 理 を 実 施 す る 。 ま ず ， 位 置 登 録 メ ッ セ ー ジ 送 信 前 に IETF「 Mobility Suppo
rt in IPv6」 に 規 定 さ れ る Return Routability通 信 を 実 施 す る （ ７ ２ ３ ， Ｓ ４ ３ ） 。 Retu
rn Routability完 了 後 ， Ｍ Ｎ １ は Ｈ Ａ ３ へ の 位 置 登 録 メ ッ セ ー ジ 送 信 処 理 と 同 様 に ， 端 末
情 報 管 理 テ ー ブ ル １ １ ５ を 参 照 し （ ７ ２ ４ ） ， 現 在 Ｃ ｏ Ａ と 次 期 Ｃ ｏ Ａ を 抽 出 し （ ７ ２ ５
） ， 移 動 判 定 を 行 い （ ７ ２ ６ ） ， 位 置 登 録 メ ッ セ ー ジ 生 成 に 必 要 な 情 報 を 抽 出 す る 。 位 置
登 録 メ ッ セ ー ジ 生 成 後 ， Ｃ Ｎ ４ に 対 し て 送 信 し （ ７ ２ ７ ， Ｓ ４ ４ ） ， Binding Update管 理
テ ー ブ ル １ １ ７ を 更 新 後 （ ７ ２ ８ ） ， 経 路 最 適 化 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 Ｃ Ｎ ４ は ， Ｈ Ａ ３ と 同 様 に Ｍ Ｎ １ か ら の 位 置 登 録 メ ッ セ ー ジ の 受 信 処 理 を 行 う （ Ｆ ８ ）
。 経 路 最 適 化 処 理 以 降 ， Ｃ Ｎ ４ は Ｍ Ｎ １ へ の パ ケ ッ ト 送 信 を 行 う 際 ， Ｍ Ｎ １ の 現 在 Ｃ ｏ Ａ
と 時 期 Ｃ ｏ Ａ に 対 し て 直 接 パ ケ ッ ト 送 信 を 行 う （ Ｓ ４ ６ ） 。 Ｃ Ｎ ４ が Ｍ Ｎ １ 宛 に Ｉ Ｐ パ ケ
ッ ト を 送 信 す る 際 の 処 理 （ Ｆ １ １ ） に 関 し て ， 図 ２ ０ を 例 に 説 明 す る 。 Ｃ Ｎ ４ が 送 信 す る
Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト は ， ま ず 図 ５ ｂ に 示 す ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ １ １ で 生 成 さ れ る 。 ア プ リ ケ ー シ
ョ ン １ １ １ が 生 成 し た オ リ ジ ナ ル パ ケ ッ ト の Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ の 送 信 先 ア ド レ ス に は ， Ｍ Ｎ １ の
Ｈ ｏ Ａ が 格 納 さ れ ， 送 信 元 ア ド レ ス に は Ｃ Ｎ ４ の Ｉ Ｐ ア ド レ ス が 格 納 さ れ る 。 本 パ ケ ッ ト
は Mobile IP処 理 ３ １ ２ へ 転 送 し Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 変 換 処 理 を 行 う 。 Mobile IP処 理 ３ １ ２ は
， 送 信 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 宛 先 ア ド レ ス を 抽 出 す る （ ７ ３ ０ ） 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に ， 図 １ １ ｂ に 示 す Binding Cache管 理 テ ー ブ ル ３ １ ３ を 参 照 （ ７ ３ １ ） し て 宛 先 ア
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ド レ ス に 一 致 す る Ｍ Ｎ １ の Ｈ ｏ Ａ が 存 在 す る か を 確 認 す る （ ７ ３ ２ ） 。 存 在 し な い 場 合 は
， 送 信 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を そ の ま ま 送 信 す る 。 そ の 後 ， 本 パ ケ ッ ト は ， Ｈ Ａ 経 由 で Ｍ Ｎ １ に 転
送 さ れ る （ ７ ３ ３ ） 。 一 致 す る Ｈ ｏ Ａ が 存 在 し た 場 合 ， Ｍ Ｎ １ と Ｃ Ｎ ４ 間 で 経 路 最 適 化 が
実 施 さ れ て い る と 判 断 し ， Binding Cache管 理 テ ー ブ ル ３ １ ３ か ら Ｍ Ｎ １ の 現 在 Ｃ ｏ Ａ ８
４ ２ を 抽 出 す る （ ７ ３ ４ ） 。 抽 出 し た 現 在 Ｃ ｏ Ａ は Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ に 格 納 さ れ て い る 送 信 先 ア
ド レ ス （ ＝ Ｈ ｏ Ａ ） に 書 き 換 え を 行 い ， 元 の 送 信 先 ア ド レ ス で あ る Ｈ ｏ Ａ は ， 経 路 制 御 拡
張 ヘ ッ ダ に 格 納 す る （ ７ ３ ５ ） 。 こ の よ う に ， Ｃ Ｎ ４ で は ， 自 身 が 送 信 す る Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト
変 換 を 行 っ て 新 た に 送 信 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 生 成 し ， Ｍ Ｎ １ に 送 信 す る （ ７ ３ ６ ） 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 次 に Ｃ Ｎ ４ は ， Binding Cache管 理 テ ー ブ ル ３ １ ３ か ら Ｍ Ｎ １ の 次 期 Ｃ ｏ Ａ ８ ４ ３ が 登
録 さ れ て い る か を 確 認 す る （ ７ ３ ７ ） 。 登 録 さ れ て い な い 場 合 は ， Ｍ Ｎ １ へ の パ ケ ッ ト 転
送 処 理 を 終 了 す る 。 次 期 Ｃ ｏ Ａ ８ ４ ３ が 登 録 さ れ て い た 場 合 ， さ ら に 制 御 フ ラ グ ８ ４ ５ 内
の Ｓ ビ ッ ト に 「 １ 」 が セ ッ ト さ れ て い る か を 確 認 す る （ ７ ３ ８ ） 。 Ｓ ビ ッ ト に 「 １ 」 が セ
ッ ト さ れ て い る 場 合 ， Ｍ Ｎ １ が 次 期 Ｃ ｏ Ａ に 対 し て も Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト 送 信 を 要 求 し て い る こ
と が 特 定 さ れ ， Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト に 必 要 な 時 期 Ｃ ｏ Ａ ８ ４ ３ を 抽 出 す る （ ７ ３ ９ ） 。 前 述 し た
Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト 変 換 処 理 と 同 様 に Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 変 換 後 （ ７ ４ ０ ） 。 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を Ｍ Ｎ １
に 転 送 し （ ７ ４ １ ） ， 処 理 を 終 了 す る 。
以 上 の 結 果 ， Ｍ Ｎ １ と Ｃ Ｎ ４ 間 の 経 路 最 適 化 通 信 に お い て も Ｍ Ｎ １ の 移 動 に 伴 う パ ケ ッ ト
ロ ス 軽 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 図 ６ に 戻 り ， Ｍ Ｎ １ は Ａ Ｒ － １ （ ２ ａ ） か ら Ａ Ｒ － ２ （ ２ ｂ ） 配 下 に 移 動 し た 際 ，
Ａ Ｒ － ２ （ ２ ｂ ） が 送 信 す る ル ー タ 広 告 を 受 信 す る （ Ｓ ３ ８ ） 。 Ｍ Ｎ １ は ， 上 述 し た 移 動
検 知 処 理 や 位 置 登 録 要 求 を 行 う （ Ｓ ３ ９ ， Ｆ ７ ） 。 Ｈ Ａ ３ も 上 述 し た 位 置 登 録 受 信 処 理 （
Ｆ ８ ） を 行 っ た 後 ， Ｍ Ｎ １ へ の パ ケ ッ ト 転 送 に 備 え る （ Ｓ ４ ０ ） 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に ， Ｍ Ｎ １ が 在 圏 網 か ら Ｃ Ｎ ４ 宛 に Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 際 の 処 理 （ Ｆ １ ２ ） に 関
し て ， 図 ２ １ を 例 に 説 明 す る 。 Ｍ Ｎ １ が 送 信 す る Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト は ， ま ず 図 ４ ｂ に 示 す ア プ
リ ケ ー シ ョ ン １ １ ０ で 生 成 さ れ る 。 本 パ ケ ッ ト は Mobile IP処 理 １ １ ４ に 転 送 さ れ Ｉ Ｐ カ
プ セ ル 化 を 行 う 。 Mobile IP処 理 １ １ ４ は ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ １ ０ が 生 成 し た オ リ ジ ナ
ル パ ケ ッ ト を 入 力 す る （ ７ ５ ０ ） 。 こ の オ リ ジ ナ ル パ ケ ッ ト の Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ の 送 信 元 ア ド レ
ス に は ， Ｍ Ｎ １ の Ｈ ｏ Ａ が 格 納 さ れ ， 送 信 先 ア ド レ ス に は Ｃ Ｎ ４ の Ｉ Ｐ ア ド レ ス が 格 納 さ
れ る 。 次 に ， 上 記 オ リ ジ ナ ル パ ケ ッ ト の 送 信 先 ア ド レ ス を 抽 出 す る （ ７ ５ １ ） 。 図 １ １ ａ
に 示 す Binding Update管 理 テ ー ブ ル １ １ ７ を 参 照 し （ ７ ５ ２ ） ， 抽 出 し た 送 信 先 ア ド レ ス
に 一 致 す る Ｂ Ｕ 送 信 先 ア ド レ ス ８ ３ １ が 存 在 す る か を 確 認 す る （ ７ ５ ３ ） 。 存 在 し な い 場
合 は ， 送 信 元 ア ド レ ス に 一 致 す る Ｈ ｏ Ａ ８ ３ ２ が 存 在 す る か を 確 認 し （ ７ ５ ４ ） ， 存 在 し
な い 場 合 は ， オ リ ジ ナ ル パ ケ ッ ト の 破 棄 を 行 い （ ７ ５ ５ ） ， パ ケ ッ ト 送 信 処 理 を 終 了 す る
。 送 信 元 ア ド レ ス に 一 致 す る Ｈ ｏ Ａ ８ ３ ２ が 存 在 す る 場 合 は ， Ｈ Ａ ４ 経 由 で の 送 信 と 判 定
す る 。 送 信 先 ア ド レ ス に 一 致 す る Ｂ Ｕ 送 信 先 ア ド レ ス ８ ３ １ が 存 在 す る 場 合 ， Ｃ Ｎ ４ と 経
路 最 適 化 が 実 施 さ れ て い る こ と を 判 定 し ， Ｃ Ｎ ４ へ の 送 信 フ ラ グ を 立 て る （ ７ ５ ６ ） 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 次 に ， 現 在 Ｃ ｏ Ａ ８ ３ ３ と 次 期 Ｃ ｏ Ａ ８ ３ ４ を 抽 出 し ， （ ７ ５ ７ ） 。 そ の 内 ， 図 １ ０ ｂ
に 示 す 端 末 情 報 管 理 テ ー ブ ル １ ２ ４ の 使 用 Ｃ ｏ Ａ リ ス ト を 参 照 し て （ ７ ５ ８ ） ， 優 先 度 の
高 い Ｃ ｏ Ａ を 選 択 す る （ ７ ５ ９ ） 。 次 に Ｍ Ｎ １ は ， オ リ ジ ナ ル パ ケ ッ ト へ の 変 換 処 理 を 実
施 す る た め ， Ｃ Ｎ ４ へ の 送 信 フ ラ グ が 立 っ て い る か を 確 認 す る （ ７ ６ ０ ） 。 こ こ で ， フ ラ
グ が 立 っ て い な い 場 合 は ， Ｈ Ａ ３ 経 由 で の 送 信 処 理 と な る た め ， 前 述 し た カ プ セ ル 化 処 理
と 同 様 に Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ を 新 規 に 作 成 し ， オ リ ジ ナ ル Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト に 付 与 し て カ プ セ ル 化 パ ケ
ッ ト を 生 成 す る （ ７ ６ １ ） 。 こ の 時 ， 新 規 に 生 成 し た Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ の 送 信 元 ア ド レ ス に は 選
択 し た Ｃ ｏ Ａ が 格 納 さ れ ， 宛 先 ア ド レ ス に は Ｈ Ａ ３ の Ｉ Ｐ ア ド レ ス が 格 納 さ れ る 。 最 後 に
生 成 し た カ プ セ ル 化 パ ケ ッ ト を 送 信 す る （ ７ ６ ３ ） 。 一 方 ， Ｃ Ｎ ４ へ の 送 信 フ ラ グ が 立 っ
て い る 場 合 は ， Ｃ Ｎ ４ へ の 経 路 最 適 化 送 信 の た め ， Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ の 変 換 処 理 と 宛 先 拡 張 ヘ ッ
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ダ の 付 与 を 行 う （ ７ ６ ２ ） 。 本 処 理 は 選 択 し た Ｃ ｏ Ａ を Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ に 格 納 さ れ て い る 送 信
元 ア ド レ ス （ ＝ Ｈ ｏ Ａ ） に 書 き 換 え ， 元 の 送 信 元 ア ド レ ス で あ る Ｈ ｏ Ａ は ， 宛 先 拡 張 ヘ ッ
ダ に 格 納 す る 。 そ の 後 ， 変 換 さ れ た Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 直 接 Ｃ Ｎ ４ へ 送 信 し （ ７ ６ ３ ） 終 了 す
る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 以 上 の 実 施 の 形 態 か ら 明 ら か な よ う に ， 移 動 端 末 は ， 移 動 直 後 か ら パ ケ ッ ト の 受 信 が 可
能 と な る た め ， パ ケ ッ ト 転 送 遅 延 や パ ケ ッ ト ロ ス の 影 響 を 受 け や す い リ ア ル タ イ ム 通 信 を
円 滑 に 行 う 用 途 に も 適 用 で き る 。 ま た ， 移 動 端 末 が 接 続 し て い る ネ ッ ト ワ ー ク の 近 隣 に ア
ク セ ス ル ー タ が 存 在 す る か を 確 認 可 能 と な る た め ， 移 動 端 末 の 利 用 者 は 常 に 通 信 可 能 な 移
動 先 を 選 択 し て 移 動 計 画 を 立 て る 用 途 に も 適 用 で き る 。 さ ら に 移 動 体 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の
提 供 者 は ， ア ク セ ス ル ー タ の 設 置 状 況 を 容 易 に 把 握 可 能 と な る た め ， 移 動 体 通 信 網 の 構 成
検 討 を 行 う 用 途 に も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 で あ る IETF標 準 の MobileIPv6の ハ ン ド オ ー バ 実 施 時 間 の 内 訳 を 示 し た 説
明 図 で あ る 。
【 図 ２ － Ａ 】 本 発 明 を 適 用 す る ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ２ － Ｂ 】 本 発 明 を 適 用 す る ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。 （ 実 施 例 ２ ）
【 図 ３ － Ａ 】 ア ク セ ス ル ー タ 装 置 の ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ － Ｂ 】 ア ク セ ス ル ー タ 装 置 の ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ － Ａ 】 移 動 端 末 装 置 の ハ ー ド 構 成 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ － Ｂ 】 移 動 端 末 装 置 の ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ － Ａ 】 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト お よ び 通 信 相 手 端 末 の ハ ー ド 構 成 を 示 し た 説 明 図 で あ る
。
【 図 ５ － Ｂ 】 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト お よ び 通 信 相 手 端 末 の ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 を 示 し た 説 明 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の ハ ン ド オ ー バ 方 式 の シ ー ケ ン ス を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 Ｒ Ｉ Ｐ ｎ ｇ メ ッ セ ー ジ フ ォ ー マ ッ ト を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 Ｉ Ｐ v6ル ー タ 広 告 メ ッ セ ー ジ フ ォ ー マ ッ ト を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 MobileIPv6位 置 登 録 要 求 メ ッ セ ー ジ フ ォ ー マ ッ ト を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ － Ａ 】 ル ー タ 情 報 管 理 テ ー ブ ル の 構 成 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ － Ｂ 】 端 末 情 報 管 理 テ ー ブ ル の 構 成 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ － Ａ 】 Binding Update管 理 テ ー ブ ル の 構 成 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ － Ｂ 】 Binding Cache管 理 テ ー ブ ル の 構 成 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 ア ク セ ス ル ー タ 装 置 に お け る Ｒ Ｉ Ｐ ｎ ｇ メ ッ セ ー ジ 送 信 時 の 処 理 フ ロ ー を 示 し
た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 ア ク セ ス ル ー タ 装 置 に お け る Ｒ Ｉ Ｐ ｎ ｇ メ ッ セ ー ジ 受 信 時 の 処 理 フ ロ ー を 示 し
た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 ア ク セ ス ル ー タ 装 置 に お け る ル ー タ 広 告 送 信 時 の 処 理 フ ロ ー を 示 し た 説 明 図 で
あ る 。
【 図 １ ５ 】 移 動 端 末 に お け る ル ー タ 広 告 受 信 時 の 処 理 フ ロ ー を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 移 動 端 末 に お け る ル ー タ 広 告 受 信 後 の 移 動 検 知 処 理 フ ロ ー を 示 し た 説 明 図 で あ
る 。
【 図 １ ７ 】 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト お よ び 通 信 相 手 端 末 に お け る Binding Updateメ ッ セ ー ジ 受
信 時 の 処 理 フ ロ ー を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト に お け る パ ケ ッ ト 転 送 時 の 処 理 フ ロ ー を 示 し た 説 明 図 で あ
る 。
【 図 １ ９ 】 移 動 端 末 に お け る カ プ セ ル 化 パ ケ ッ ト 受 信 の 処 理 フ ロ ー を 示 し た 説 明 図 で あ る
。
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【 図 ２ ０ 】 通 信 相 手 端 末 に お け る 経 路 最 適 化 後 の パ ケ ッ ト 送 信 時 処 理 フ ロ ー を 示 し た 説 明
図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 移 動 端 末 に お け る パ ケ ッ ト 送 信 時 の 処 理 フ ロ ー を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
１ 　 移 動 端 末 (Mobile　 Node： Ｍ Ｎ ) ，
２ 　 ア ク セ ス ル ー タ （ Access Router： Ａ Ｒ ）
３ 　 ホ ー ム エ ー ジ ェ ン ト （ Home Agent： Ｈ Ａ ）
４ 　 通 信 相 手 端 末 （ Coresponding Node： Ｃ Ｎ ）
５ 　 ネ ッ ト ワ ー ク 。 10

【 図 １ 】

【 図 ２ － Ａ 】

【 図 ２ － Ｂ 】

【 図 ３ － Ａ 】
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【 図 ３ － Ｂ 】

【 図 ４ － Ａ 】

【 図 ４ － Ｂ 】

【 図 ５ － Ａ 】

【 図 ５ － Ｂ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ － Ａ 】

【 図 １ ０ － Ｂ 】

【 図 １ １ － Ａ 】
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【 図 １ １ － Ｂ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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